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埋蔵文化財は、郷土の歴史と文化を築いてきた先人の足跡であり、新

たな文化創造の基礎を成すものであります。私たちは、この埋蔵文化財

を保護するとともに、過去の文化を学びとり、未来へ継承していくべき

であります。

このたび、大館西道路建設事業に伴い、路線の一部が根下戸道下遺跡

を通過することになり、秋田県教育委員会では道路建設工事に先立つて、

平成9年度に発掘調査を実施いたしました。

の結!梨、縄文時代の竪穴住居跡、土坑などの遺構と、 晩期

の遺物を検出しました。特に早期の竪穴住居跡と尖底土器は、県内にお

いて類例の少ない資料であります。

本報告書は、これらの調査記録をまとめたものであります。本書が埠

蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史と文化を研究する資料とし

て、多くの方々に御利用いただければ幸いに存じます。

最後に、本調査の実施及び本書の刊行に際し、御協力を賜りました

設省能代工事事務所、大館市教育委員会をはじめ、関係各位に対し厚く

お礼申し上げます。

平成12年3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清
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したものである。

した報刊である

称など している。

も. r!J の… l~ 財法人

[] 本色彩研究所色宗監'íl~ 同庁版 標準 i:白 1994年版によっ

7. 本書に使用した地図は、国!二地発効の 5万分の 1r大口、 2万 5下分の 1r大館J
1下分の l地JT~I玄iである。

8. 木造跡の報告書作成にあたり、 U、トーの々から笹IJ教示をいただいた。記して感謝11IしL-.げ、る次第

である。

(!傾不!司、敬称[lI各@所属は平成9年度のものである)

長谷部‘弘(北海道函館市立函館博物館)

白(財団法人北海道埋蔵文化財センター)

9. 本書の原稿執筆は架浮光男、熊谷 誠が行い、 は粟津が行った。
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l章はじめに

第 1節調査に至る経過

大館四道路は、大館市街地における交通渋滞や騒音の緩和と県内の高速交通ネットワークの形成な

ど、地域の文化と経済の交流の活性化を日的として計画された路線で、大館市根下戸新町地内を起点、

とし、同市商人留地内を終点とする延長6.2km、IIJffi員22mの自動車専用道路である。

そのうち、根下戸新日IJ地内から釈迦内地内の国道7号までの4.6kmが、平成10年12月 5日に部分供

用されており、将来は日本海沿岸東北自動車道の一部に組み込まれて、小坂町で東北縦貫自動車道に

連結される予定になっている。

なお、計画路線内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、道路工事に先立って建

設省東北地方建設局能代工事事務所より文化財保護法に基づいて、埋蔵文化財包蔵地の確認と今後の

対応について、秋田県教育委員会に調査の依頼があった。これを受けて秋田県教育委員会では、計画

路線内の分布調査を実施し、路線内に係る昭蔵文化財包蔵地および包蔵地と推測される地区について

は、今後範liEI1i在認調査が必要であることと、範囲確認調査の結果記録保存の必要な埋蔵文化財包蔵地

については、発掘調査を実施すべきことを回答した。
(註 1) 

1988(昭和63)年度には片山舘コ遺跡の範囲催認調査を行い、遺跡の一部が計画路線に及んでいるこ

とが判明し、 1989(平成元)年度に発掘調査を実施した。その後、 1996(平成8)'年には、根下戸道下遺

跡、釈迦内中台 I遺跡、釈迦内中台E遺跡の 3遺跡、が存在することを確認した。このうち根下戸道下
(註3) 

遺跡については事業計画との関連から、同年度に範囲確認調査を行って、 1997(平成9)年度に発掘調

査を実施するに至った。

第2節 調査要項

助i 名 根下戸道下遺跡(ねげどみちしたいせき)(遺跡略号 2NGDMS) 

跡所在地 秋田県大舘市根下戸新町69-1外

調 期間 平成9年5月261ヨ'""11月6日

調 面積 11.400 ni 

調 体 秋田県教育委員会

i時 担当者 粟津光男(秋田県埋裁文化財センター調査課 文化財主査)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課

高橋 保(秋田県埋蔵文化財センター

(平成11年3月転出現県立大曲農業高等学校

板橋 範芳(大館郷土博物館学長係長)

千葉史宏(秋田県埋蔵文化財センター調査課 非常勤職員)

熊谷 誠(秋田県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)
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第 1京はじめに

大館西道路 2000m 

大館南バイパス:璽二関関商爾コ

第 1図路線と遺跡
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第 wJ 調査要項

務 ){i (秋山県上m蔵;文化財-センター総務課

やi勺 3JJ rl出H 秋山県教育庁福利課

須川 Wijf樹(秋rllDT~l 

仰
い
ゆ
か

(、!三r&JO{ド3)]rliぷIH .g~ 秋 rTf県立i文~l書館

佐!法 判nllIJ(秋Elfy，U!Il版文化財ーセンター総務課

い1;.成ll'i!:3 )J '1山H 現秋田県教育庁福利rI栄

作五日 見(秋!…n県埋蔵文化財ーセンター総務課 主査)
佐々木敬降(秋Ell県土rH蔵文化財-センター総務課

八文;下 降(秋[JJ県内政文化財ーセンター総務課

調査協力機関 建設省東北地庁建設能代 I~

計.1.秋111県教古委員会 『追跡詳記111分布調査報公力」 秋111県文化財説j査報告書第179集 1989(平成元)"l

，H: 2. 秋111県教育委任会 rH-LLlftUコ追跡発掘調査報公者一 般国道7号人令官官西道路建設工事に係る埋蔵文化財

発掘調査一J 秋川県文化lHiVr¥l査報告書第203集 1990(平成2)1f: 

註 3.秋山県教育委員会 「遺跡、詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第270集 1997(平成9)年

3 



2章遺跡の環境

第 1節遺跡 と立地

根下戸道下遺跡の位置する大館市は、秋田県北東部、奥羽脊梁山脈の西側に位置する大館盆地にあ

り、北緯4009'から26'"東経140028'から44'の地域を占めている。大館盆地には、米代)11とその支流

群によって形成された段丘面が発達している。この段丘面は、小支谷によって開析されて台地群となっ

ている。

大館市街地の中心部のある南半地域は、米代川とその支流長木川に挟まれた西向きの巨大な舌状台

地上にあり、その台地南側斜面はいくつもの小さな支谷によって閲析され、複雑な地形を呈している。

根ド戸道下遺跡、は、大館市の中心部からやや南西、 JR花輪線東大館駅の西(約2.3krn)にあり、西

流する米代jil に形成された に立地する。遺跡付近の段丘は、北側を南方向にド刻す

る沢により大きく開析されている。調査区の標高は50"-'55mで、沖積地との比高は10，..._，15mである。

なお、本遺跡が立地する段丘地から北東

約900mには、同様に大館西道路建設事業

に係って、平成元年度にその一部を発掘調

した片山館(片山舘コ遺跡)が所在する。

第 2節歴史的環境

根下戸道下遺跡は、縄文時代平期を主体

とする遺跡である。このほか、縄文時代前

期@後期@晩期の遺構と造物も確認した。

大館盆地には、旧石器時代から近世まで

の遺跡が数多く知られているが、ここでは

根下戸道下遺跡の周辺に位置する発掘調査

された追跡、を中心に、歴史的な環境を概観

する。

なお、遺跡名は、 「秋田県大館市遺跡詳

細分布報告書」と f秋田県遺跡地図(県北

版)J掲載の遺跡名とし、文中の( )内の数

はf秋田県遺跡地図(県北版)Jでの遺跡登

録番号である。また、( )内のアルファベ

ットは、 『秋田県大館市遺跡詳細分布報告

と『秋田県遺跡地図(県北版)Jの刊行

後にその所在が確認され、発掘調査された

400 

大舘市 轡根下戸道下遺跡

2図遺跡位置図

- 4 



第2節歴史的環境

大山山地 (1 a) .比内山地 (1 b) .城ケ森111地 (1 c) .高森山地 (1 d) 

高倉山山地 (1 e) ・羽保屋山山地(1f) .高地山山地 (1 g) .中央山地 (1 h) 

松森山地 (1 i) .合窪山山地 (1 j ) ・三哲山山地 (1 k) .合津山地 (1 1) 

尾去沢山地 (1 m) 

国比内丘陵地(宜的関内丘町 b)• /悩陵地 (IIc) 丘陵地

日

大館盆地 (国 a)ァ大館段丘地(1) ・長木川，下内}II低地(2) I 

!台地
L米代川低地(3).犀川，引欠]Ili丘地(4) ト

I i丘地
-1一二所先行低地(1lIb) 長木川渓谷低地(亜 c)・元山段丘地(亜d).小坂川谷低地(盟 e)J 

警警根下戸道下遺跡

3関地形Id分国

- 5 
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第 2節歴史的環境

ある。台録番号が付されていないため、本書ではアルファベットを付した。米代川流域は、縄

文l時代から北とi者の f文化国Jの接触地帯であったと言われている。米代川の!二 11:::1流域に位置する

大館地)j(大館往地)~;~L， I片くは「ひないJとIf手ばれ、火内、比内、肥内と記述された地域である。

1[1行お11年代の追跡としては、大型の石刃が発見された松木高館平 31)のみである。I[]石器時代の

遺跡窃造物の発見が少ないEHltlのーっとして、池内迭跡の地表下にも約4mのさで堆積し、 トウヒ

により構成された森林をJm没させた十干1]1日火山起源の火作流をあげる研究者ーもいる。

縄文時代の主な追跡としては、諏訪台(4 19)、松本(4 31入長瀞 1 38)、餅i土i屋敷添(4-43)、

塚ノド(4 53)、茂内(4 54入玉林寺跡(4 56入太平rJj(4 63)、萩ノ台立(4 67入池内(4 68)、

餌釣館(11，二 (4 69) 、，JI~'!:\上ノ， 1 ， (4 71)、寒沢 74入冷水，Li根付、野沢岱 79)、

ケ i手本i手fV(4 、子掘沢(4 、トalノ沢(12 、横沢(12-13入本道端(12 19)、上野入

B)入、餌釣(C)入、家ノ後(D)入、寒沢宜 (E)入、 11…1I1

掘i調主詞~j査当をj され、報告書等が刊行された追跡は、諏訪台、餅 EEI屋敷添、塚ノ下、玉林寺跡、萩ノ台耳、池

内、糾釣館(iJj二日、L11館上ノ 111、冷jJ<山根、野以岱、芋掘訳、十，l!J沢、横沢、本道出、 t野、

餌釣、家ノ後、寒沢宜、寒沢、 [1こI，LIの2]遺跡である。

縄文時代早期の遺跡としては、十tl~沢、寒沢、寒沢豆、本道端、 LLI館上ノ i 仏野沢岱のほか、鳶ヶ長

根町、野沢岱立があげられる。横沢、寒沢、本道端、鳶ヶ長根町、野沢岱立では只殻)復縁文@只殻沈

線文系の土器がIH上しており、鳶ヶ長根IVと寒沢では表裏縄文系の土器もI=U土している。iJJft官上ノ山

では、市IH~ i *111度来日:を HI~î り付けた細隆起線による幾何学的な文様の施文された土器が出土している。

縄文時代前期の遺跡としては、松木、餅EEI屋敷添、塚ノ子¥茂内、萩ノ台豆、油内、 i山'-1凶E館官上ノハi山JI…，

芋掘沢、本道端、寒沢立があげられる。，"館ヒノ山で、は竪穴住居跡16軒と、台地斜面と谷状地形内に

「捨て場Jが調査され、大量の とともに大本式土器が出土した。また、 2点の鋒型石

器も出一一上している。萩ノ台豆、寒沢立、でも台地斜面に「捨て場」があり、大量の造物が出土してお

り、萩ノ台宜でも大木式土器が出土した。芋掘沢では直立させた深鉢土器に偏平な河原石を被せた土

器j;'!?が!J¥!二している。萩ノ台Hでは谷状地形の中に「捨て場」が確認され、所謂

から!こIJj~jの三j上層 e 式土器まで堆積していた。池内では、縄文時代前期中葉~末葉の集落全域が調

された。荻ノ台豆、池内、 LL，館 i二ノL1Jで、は岩偶が出土している。

縄文時代r=1:::1JUjの追跡としては、諏訪台、長瀞 L 塚ノ iヘ玉林寺跡、萩ノ台E、餌釣館("，王岱入

館釣、，1， ft/l~îJ二ノ LJ，、冷jJ<L1 1十長、野沢岱、芋担任[沢、横沢、本道潟、 家ノ後、寒以耳、寒沢、!十1LLi 

の各追跡がある。玉林寺跡では竪穴住居跡が 1軒、斜釣館(，，-，:=1ミ岱)で竪穴住居跡が午、本道端では

複式炉の付設された竪穴住居跡23軒とこ!-):rC6基が調査され、!こ13筒 1--層式!二器とともに大木式土器が出

土した。冷水，11tHで、は台地の斜面に竪穴住居跡211守とフラスコ状土坑 1基、二i二坑5基を調査した。餌

釣では竪穴住居跡l軒と焼…i二遺 1基、横沢では竪穴住居跡1 フラスコ状土坑25基、野沢岱では

竪穴住!古跡511汗、フラスコ状J二坑1)1去と c，......__e 

また、寒沢立と萩ノ台では台地の斜面に

した。 中山ではAi]堤の残る竪穴住居跡が調査された。

仁IJの半 I

があり、 P3

大本8a 8 b式

a，-...._， e正十三三がtU土

組文時代後期の追-跡としては、主I~訪台、長im'r 1、塚ノド、荻ノ台宜、餌釣館(LLJ王岱)、館釣、j_[lft北

J LLl、寒沢、 J-.型、家ノ後、寒沢宜、 rj:::J1 

7 



第 2章遺跡の環境

スフアルトを埋め込んだ土偶なと、が出土している。諏訪台では竪穴住居跡、2軒とフラスコ状土坑 3

などを検出した。萩ノ台Eでは台地の斜面に「捨て場」が検出され、 ト腰内 I式@立式土器とともに

弱翠の大珠3点が出土した。鋲釣舘(111王岱)と餌釣では!竪穴住居跡が各l軒、 111館上ノ 111では竪穴住

居跡とフラスコ状土坑などを、家ノ後では竪穴住居跡4軒と士坑のほか、台地の斜面下方に粘土採掘

坑などを検出した。寒沢では竪穴住居跡 7 軒、土坑 9 基、フラスコ状土坑 2 基を検出し、萩Ih~では竪

穴住居跡10軒と土坑20基を検出した。

縄文時代晩期の遺跡としては、諏訪台、長j静I、太平山、山館ヒノ山、本道端、野沢f方、家ノ後の

各遺跡がある。 111館上ノ山と餌釣館(山王岱)では、竪穴住居跡とフラスコ状土坑などを、また、家ノ

後では土坑と土壌墓などを検出している。

続縄文(弥生)時代の遺跡としては、諏訪台、片111舘コの各遺跡、がある。諏訪台では竪穴住居跡、6軒

が調査されいる。片山舘コでは後北式土器が出土した。

古代(奈良@平安時代)の遺跡としては、諏訪台、塚ノ下、扇田道下、油内、餌釣舘(， 1，干j主)、山館

ノ111、袖ノ沢、横沢、上野、餌釣の各遺跡があげられるが、この時代の遺跡の特徴として、十和田

火山起源の降下火山灰との関係があげられる。その火山灰の産状は、遺構の中に凹レンズ状に堆積、

霜降り状に混入、火山灰のみの堆積などが確認されており、火山灰との時間的関係を示唆している。

上野では谷に火山灰が堆積した後で竪穴住居跡が構築され、その竪穴住居跡のかまど周辺から土師器

とともに擦文土器が出土している。扇田道下では竪穴住居跡群と掘立柱建物跡群が検出されている。

横沢は細長い独立台地を空堀で 2つに区画しており、その一区画から竪穴住居跡群が検出されているO

引用@参考文献

大館市史編さん委員会 『大館市史 第一巻J 1979(昭和国)年

秋田県 『土地分頬基本調査 大館J 1986(昭和61)年

大館市教育委員会 『秋田県大館市遺跡詳細分布調査報告書J 1990(平成2)年

秋田県教育委員会 問火旺l県遺跡地図(県北版)J 1991(平成3)年

秋田県教育委員会 『油内遺跡 国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財調査報告書遺構篇J 秋田県文

化財調査報告書第268集 1997(平成9)年

8 -



第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

根下戸道下遺跡は既述のごとく、米代川とその支流長木川に挟まれた大館丘陵地の西縁部に立地し

ている。遺跡の標高は50"-'55mであり、ほぽ平坦な地形である。遺跡の範囲は東 西(長勅方向)815 

m、i刊一北(短軸方向)290mと推定される。このうち工事区にかかり、調査対象区となった箇所は遺

跡の北辺部(面積11，400 rrf)である。

遺跡の北側は斜面で、東から西に向かつて伸びる通称芋掘沢と呼ばれる小侵蝕谷に連なり、南 a西

側は斜面となって水田面に連なっている。

なお、今回の調査区は昭和32年代に造成されて、一時、牧草地として利用されたようであるが、現

況はアカシヤなどの雑木林で、生活廃棄物などが散らばる荒れ地となっていた。また、調査区北東側

を市道が通っている。

遺跡の基本土層は比較的一定で、 KKラインに設けた南北トレンチの

おり観察できた(第6図)。

などから、以下のと

I屑:黒色土(10YR2/1)"-'黒褐色土(10YR3/1) 表土及び、耕作土。粘性あまりなくサラサラして

いる O やや硬くしまる。地山由来と思われる軽石粒(浮石、径 1mm) 

が霜降り状に多量に混入。微小磯(径5mm前後).軽石(径 1"-' 1. 5 cm) 

をごくまばらに含む。

第日層:黒色土(10YR2/1) 粕性やゃありボソボソしているO しまり普通。地山由来と思われる軽

石粒(径2mm前後)と微小磯(径3mm前後)をごくまばらに含む。また、

造物が散見され、本層の下位面~第誼層の上面においては造物(早期)

の集中面が認められ、当時の生活面の可能性がある。

第直属:黒褐色土(10YR3/2)~陪褐色土(10YR3/3) やや粘性がある。しまりがある。混入物は第E

と同じであるが、粘質化した地山土のブロックを斑状 。

この層上面での遺物の出土が多い。第E層との境界は漸移的で、ある 0

・明黄褐色土(10YR6/6)" ~こぶい黄褐色土(10YR5/4) 第V層の漸移層である。粘性やゃな

くサラサラしている。硬くしまる。軽石粒。微小磯等を少量混入。

部)富が途切れる箇所もある。また、暗褐色土(10YR3/3)が混合する箇

所もある。

:黄褐色土(10YR5/6)"-'明黄褐色土(10YR6/6) 地111土(鳥越火砕流)でしまりの強し1粘質土を

とするが、砂磯混じりの浅黄褐色土(10YR8/4)となっている部分

もある。

9 
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第 1iifi Æ~~、の概矧

5~ .80 m一一一

54.30m…ーー

二三二ぐ~てごっズ二ごっこここご二二二ミ二二ヨ二二三二こ二二戸二二ごγーでミ一三一一-------一-
Z 勿....勿タ

54.30m一一一

。
m 

第6図調査区の基本題位

11 • 12 



第2節調査の方法

2節調査の方法

発掘調査にあたっては、調査区に されている大館西道路建設の道路心杭 (N0.0)をグリッ

ド原点MA50として、この杭から磁北に合わせた南北基線とこれに直交する東西基線を設け、 4mX

4mのグリッドを設定した。また、南北基線には2桁の算用数字、東西基線にはアルファベット 2文

字の組み合わせを付し、各グリッドの名称は南東隅の交点の算用数字とアルファベットを組み合わせ

て呼称した。

検出された遺構は、トータルステーションで平面図を作成すると共に、調査区内における位置を測

定し、遺構配置図作成後に精査を行った。また、遺構の細部等の実測は、各グリッド杭を利用し、縮

尺は原則として20分の lとした。

第3節調査の経過

発掘調査は、平成9年5月初日から11月6日まで実施した。前半は、排二|二置き場が北東部にあった

ため、北東部~中央部を調査した。遺構は、竪穴住居跡@土坑@陥とし穴などが検出された。後半は、

中央部~南西部を調査した。粗掘は表土が厚く、空き缶やビン@ガスボンべなど多量のゴミが埋まっ

ていたため、バックホー@キャタトラを用いて行った。遺構は、-士坑@陥とし穴などが検出された。

は、予定していた終了日よりも 3週間早く終了した。調査経過については、以下の表にまとめた。

平成9年| 作業状況

5月4週!機材搬入，環境整備，範確時の排土除去，調査区 I26"'-'29 

|略図および範確時のトレンチ位置図作成， ベルコ

ンを調査区北東部に設置

項

6月1:i1選!北東斜面下の!日水田部@平場の粗掘，遺構確認精 I3"'-' 4日トータルステーションの搬入と操作の説

検出退構の調査，範維持で確認されていた、 !明を受ける

竪穴住居跡を検出

北京斜面下のlE:l水!万部@北東斜面@平場の粗掘，

検出遺構の調査， 1日水田部は地山

7 月 l 週:平場の粗掘，遺構1îí~認，検出追構の調査
一一
2 j思い手場の粗掘，遺構確認、，検出遺構の調奇

3 j思|平場の掘，遺構確認，検出追11Wの調査， KKラ

インに設けた遺跡基本一上回の作図と謀本ト同ベル

ト除去

大館111や庶巣町で空き巣jJlいの事件が発生してい
るため、事務所に防犯対策を施した

4週 I 場の相指i，i遺構確認，検出造1:j11Jの調査，範l臨時 I28 LJ午前:大及び、周辺地域の文化等
で確認された時穴住居跡は、精査の結果、縄文11寺 IiiJf究の一行見学，午後:建設省能代 r事事務所イヨf
代早期Jのi竪穴跡であることが分かった |修生成巣農林高校生徒20人見学， 31 [1大目立新卒読者1=

取材， 8月1[1北鹿新IIfl社取材
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9月1Jlilll I j毒構確認，検出適格の調査，パックホーでの表土

除去が雨続きのため

2週 i遺構確認，検出遺構の調査，パックホーで、の表土 I10日現場主担当の栗津文化財主査が通院加療の
除去 [ため、桜田調査課長補佐が現場指揮を代行， 11

[]パックホー@キャタトラでの表土除去@運搬

終了

3返11遺構確認検出遺構の調資，ベルトコンベアーを I171:::1現場主担当の粟津文化財-主査が通院加療のた
調査区中央部に配置換え， MAラインに設けた追 iめ、五十嵐学芸主事が現場指揮を代行
跡基本土層の作|玄l

4週!遺構確認，検出遺構の調査， MAラインに設けた I24日現場主担当の粟津文化財主査が通院加療のた
ルト除去 |め、桜田調査課長補佐が現場指揮を代行， 25日

設省東北地方建設局能代工事事務所武藤調査課調

査第2係長、田村建設監督官と建設省東北地方建

設局職員3名が来跡

10月l週 i遺構確認，検出遺構の調査，調査区西端沢の埋土 I9月30日より調査課第3科の高橋保主事が根下戸
除去，ベルトコンベアー調査区西端に配置換え i道下遺跡発掘調査に参加

2週 I):章構確認，検出遺構の調査，調査区同端沢のよ型 1--

3週 検出遺構の調査，調査区西端沢の埋 1-.I 161=1北鹿新聞社取材

4週

5週 調査区西端沢の堆積 i二で、確
• ~I干11 1:1-:1火山灰層の ;J~IJ ぎ

11月l週

@←1-不[lE!I火山灰層の剥

りを行った。 撤収作業，発刷機材等をセンタ

搬送，根|ぐ戸道下遺跡の発掘調査終了

女性職員 1名立ち合いのもと、

発掘調査終了を報告し、

所側にヲjき渡した
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4 

本調査で検出され 4軒、土坑33基、 fVjFIし穴10基、 ピット 111 溝跡

2条、その他のi遺構4基の計164遺構である。これらの造構は、調査区南東部~北部~西部にかけて

検出した。このうちSK08は第誼層面で、検出したが、そのほかの遺構は第V層上l1iIで検出し

および、遺構覆二上司二!から縄文時代の土器と石器、剥片などが出土した。また、造物の

出土分布 と北側仁IJ央からやや西よりの柱穴様ピット群が検出されたj並区 している。

1節検 と 内

1 . 

3 (第8図、図版 3) 

KD61 位、 KE60"61窃 62、KF 60 61 62グ 1)ッドで検出した。本遺構は、調査区の北西

東に延びる SD09に i二部を切られ、北東側に位置する SK05を切っている。

は長車III(東 西)7.52mx短i![ru(南-北)6.48mの楕円形を呈し、床面積は34rrfである。覆 iては

3層で、確認[IUから床面までのおきさは 7'"'-'21 crnである。壁はほぼ垂直に近く立ち上がり、壁溝はない。

床面はほぼ平沼で堅く、 36佑!のピットがあり、このうち主柱穴はP1，.....， 6の6@!で、住民壁沿いのP

16'"'-'28 31，.....，34の17個は壁柱穴と判断した。主柱穴の規模は径15，.......，30c組、深さ17，..._，45crnで、

は径15，......，26crn、深さ 5'"'-'26crnである。覆土の土色はP1 ，， 22 31 33窃 34が精灰黄色、 P17 27 

P 2 '" 6 16" 18'"'-'21 23"-'26窃 28 32が灰黄褐色を呈していた。なお、 P2を切ってい

るP10とP7 8 e 12 35の5個は、 P1"-'6に後出する主柱穴と考えられ、本住居は建て替えが行

われたと推察される。これらの規模は径14~25crn、深さ 8 ，......， 16crnで、覆i二の上色はP7 

P 8 10 12 35が黒福色を早:していた。そのほかのP9 13 14 15 36は支柱穴と思われるが、

P11の用途は不明である。規模は径16，......，47crn、深さ 7~ 16crnで、覆二i二の土色はすべて黒褐色を呈して

、、、a
，
l
v
 

床面には住居の付帯施設と考えられる土坑が2つ掘り込まれていた。便宜上l号 2号‘土坑と呼称

した。 1号土坑は住居のほぼ中央に位置していた。平面形は長軸1.73mX短ilifB1.35mの楕円形を呈し、

らの深さは13crnである。覆土は 2届で、層とも黒褐色を呈し非常に堅くしまっているが、 1

(第8図:土居の 5)は地山粒を多量、浮石粒を少量、炭化粒を微量に含み、 2層(第 81玄1:土層の

6)は地LlJ粒を少量と焼士.粒を微量に含んでいた。壁 e底に焼けた痕跡は認められなかった。 2

土坑は住居中央の北東側に位置し、 P35 36に切られていた。平面形は長軸0.85mX短車11l0.56mの方

し、床面ーからの深さは 4，....__ 8 crn (北東~南西側)である。覆てi二は黒福f手~_:::!てと灰首戸j_~1ての 2

ともかなり堅くしまっており、地Li-l粒を多量と浮石粒を若干含み、焼土粒を微量に含んでいた。

@底面に焼けた痕跡は認められなかった。いずれも、炉として作られた施設と考えるが、根拠とな

HI入口

しく明石在にできなかっ

くしまった高まりの部分に設けられていた可能性があり P 29 30 

る

円

i
t
--ム



第4章調査の記録

は出入LJに付i諒する と られたo P 29 ーレJ、
」 P30 crn 深さ 8cmである。

はP

2入石錘3個(第26図11 15 がまとまって

出土し、南東~南壁沿いにかけて石錘3点(第26図打、第27関18 、擦り石6

1翠3: S K18出土の土器J]同部と接合)が出土した門このほか、制1文H~千代半期の t :t，-誌で

が施された口縁部 1 点(第23区11 入服部23点、石匙 3 点(第翠 2~4 入トランシェ ス

クレイパ-1点、磨製右斧1点(第25図5入石錘第25区16 7、第26図8~10 " 12"'-'14 

図19 20 22入まIJJ~f~82}誌が二i二しており、これらは東側一西側にかけて分布してい

時期は、出土した土器から縄文時代早期と判断される。

2 (第91盟、図版4)

J Q59 印、 LR59⑨ 60、JS60グリッドで検出した。

D09にと部を切られ、北側をS 04に切られていた。なお、

る壁高はわずかに 1"'-' 4 crnしかなかった。

によっ

にびる S

1パ
‘ノ

平面形は長軸(南北 mX短f!iru(東一西の楕円形を呈し、床面積は12rrfである。覆土は

2層で、擁認から床面までの深さは 3'"'-' 17 crnである。床面は本の根によって、幾分凸凹してい

また、床面中央部は阻状に窪んでおり、その範屈は長軸(東…西 mX短弛(北 南)2.29 mであっ

た。この中に右~炉が 1 基付設されていた。住居壁に沿って20個のピットを床面で検出した。このう

ち主柱穴と考えられたのは、 P1 3窃 9 10窃 13 15 18 19舗 21の9個である。各ピットの規模

は径12，......，34cm、深さ 5，....__36cmで、覆土の土色はすべて黒褐色を呈していた。石炉は住居仁ド央よりや

りに位置していた。この石囲炉は平面形が径82cmほどの略円形を呈し、深さ 7，..._，18cmの掘り方

内に長さ20，..._，30cmの扇平な河原石や拳大の擦などを、北西 南東0.60m、北東-1判所0.56mのほ

形に配置した炉である。炉壁に用いられた礁は火熱を受けて赤変し脆かった。

はないが、住居の西壁際にある P12 16は出入口に付設された柱穴と考えられ、出入口

西側であったと推察される。 P12は径23cm 深さ28cm、P16は27cm 深さ14cmであり、積 iぺの一七色は

両方とも黒色を呈していた。

遺物は、 P2から l点(第25図1入 21から縄文土器の胸部1点、剥片がP4から]点と

炉の西側から 2点出土した。 は判然としないが、炉の形態より縄文時代後期と推察される。

長(第91盟、図版4)

J Q60、JR60グリッドで検出した。 はS102のitfl!IJをり]っ していた。ま S 1 02 

と同様に土地造成によって壁は削平を受けていて、残存する壁高はわず刀〉に 9crnしかなかっ

平面形は長niru(南-北)3.17mX短軸(東一酉)2.91mの楕円形を呈し、床面積は 7rrfである。覆:J二は

1層で、確認面から床面までの深さは 2，...，__，15cmで、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。 床面は平

坦で堅くしまっていた。この床面で住居に伴う柱穴と考えられる P1~P5 の 5 個を検出した。規模

深さ11~33crnで、覆土の土色は P 1 2 5がにぶい黄褐色、 P3が灰黄褐色、 P4

していた。地床炉と思われる焼土を住居のほぼ中央で確認した。焼一士はごく薄く広がっ

ており、その範囲は長flirli35X短'lirl!29cmであった。掘り込み

は不明である。

- 18 

られなかった。 はなく、出入口
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第 1節倹出遺構と遺構内li¥土遺物

造物は住居跡の南~中央部にかけて縄文土器桐部の細片が3点が した。構築時期は決め子とな

る資料がなく、不明である。

S 1 3 7 (第10図、図版4)

M044 品、 MP 44 " 45 .. 46グリッドで検出された。土地造成によって壁はi切られたものと思われ

確認できなかったが、本遺構の平面形は環状に配列されたピット群から、楕円形を呈するものと推察

され、その規模は長i!i!lr(東一西)5.67mx短軸(北 南)5.19mで、床面積は19rrfと推測される。床面は

平坦で堅くしまっており、中央に向かつて緩やかに傾斜していた。検出したピットは44偲である。こ

のうち、主柱穴はほぼ方形状に配置されたP1'"'-'4の4侶で、 P5 '"'-'43の39個は壁沿いに巡らされた

壁柱穴と考えられる。覆土の土色は、 P1 '"'-' 3 o 8 9 14 16 26 34 35が黒、 P4 '"'-' 7 10 

'"'-'13 17'"'-'25 "が黒褐色を呈していた。各ピットの規模は第]表に記載した。

また、住居中央部で付帯施設と思われる土坑が掘り込まれていた。その平面形は径66crnのほぼ円形

を呈し、確認而からの深さは23crnである。底出は凸出しており、壁の立ち土がりは急である。覆十は

3層に分けられ、 1層黒色土、 2層褐色二!二、 3居黒褐色土で、ある。全!冒とも 1'"'-' 3 crnの地UJブロック

( 1層若干、 2層多量、 3層少量:)を含み堅くしまっていた。壁@底面に焼けた痕跡は認められず、用

途不明の土坑である。この住居に壁溝はなく、 IJ1，入口の位置は不明である。

造物は、 1号土坑から剥片3点、 P4と柱穴?ilJr今から各l点出土した。これらの遺物から本遺構は、

縄文時代に構築されたものであると判断したが、その帰属時期は決定資料がなく明確にできなかった。

1表 S 1 137ピット計誠一覧

P.No 平面形
大きさ 底面

P.No 平面形
大きさ 底 面

長軸 短i!i出 深さ l標高 長剥1 短軸 深さ の標高

|弓 売5 15crn 13crn 17 crn 53.42m 23 円 万三 13crn 12crn 12crn 53.59m 
2 円 形 12crn 12crn 10crn 53.47m 24 円 万ラ 14crn 14crn 11 crn 53.60m 
3 I可 万五 13crn 12crn 15crn 53.46m 25 楕円形 18crn 16crn 10crn 53.63m 
4 円 形 15crn 15crn 17 crn 53.45m 26 円 方ラ 14crn 13crn 12crn 53.60m 
5 円 1ラ 19crn 19crn 10crn 53.58m 27 円 形 9crn 8crn 7 crn 53.65m 
6 楕円形 15crn 12crn 22crn 53.45m 28 円 耳ラ 15crn 15crn 21 crn 53.49m 
7 楕円形 14crn llcrn 24crn 53.43m 29 円 形 7crn 7crn 4crn 53.65m 
8 円 形 17crn I 14crn 24crn 53.35m 30 楕円形 16crn 14crn 17 crn 53.52m 
9 円 形 17 crn 16crn 25crn 53.36m 31 円 耳ラ 14crn 13crn 12crn 53.57m 
10 i斗 形 17 crn 16crn 23crn 53.40m 32 rg 月三 15crn 15crn 28crn 53.42m 

楕円形l_l_~crn 16crn 22crn 53.40m 33 楕円形 19crn 17crn 7 crn 53.66m 
12 楕円形 16crn 13crn 12crn 53.53m 34 楕円形 18crn 17 crn 15crn 53.56m 
13 Fg 形 I 9αn 9crn 9crn 53.55m 35 i弓 丹ラ 18crn 17 crn 6crn 53.64m 
14 楕円形 18crn 13crn 16crn 53.45m 36 円 河ラ 18crn 16crn 10crn 53.59m 
15 FLJ 丹ラ 18crn 17crn 9crn 53.54m 37 楕円形 17 crn 15crn 21crn 53.48m 
16 楕円形 30crn 21crn 22crn 53.44m 38 楕円形 24crn 20crn 7crn 53.62m 
17 楕円形 13cm 11 crn 13cm 53.54m 39 円 f[:; 13cm 13crn 18crn 53.53m 
18 円 7cm 7cm 5crn 53.62m 40 円 8crn 8crn 10crn 53.59m 
19 円 1三 12cm 12cm 14cm 53.54m 41 楕円形 19cm 15cm 21cIII 53.46m 
20 楕円形 15crn 12cIII 9cIII 53.63m 42 Fg 方ラ llcrn 11crn 14cIII 53.53m 
21 l可 11crn 10cm 7crn 53.63m 43 円 形 13cIII 12crn 17cm 53.48m 
22 !弓 :f~ 13cIII I 12crn 7crn 53.63m 

つム
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第 l節検出逮捕と 出土遺物

2.土坑

s王寺 5 (第8図)

KE62グリッドで検出した。 S103'こ切られており、全容を把握できなかったが、平面形は楕円形

ると推察される。現状では長車rll1.07m、短U!irlI0.62 m、確認面からの深さ14crnである。底面はや

や[JD凸があり、壁の立ちヒがりは急である。覆上は 3層に分けられ、造物はIU土しなかった。

S五 7 (第91盟、図版5) 

J R59グリッドで検出した。 S102を切っている。平面形は楕円形を呈し、長軸0.73m、短軸0.60

m、確認面からの深さ17crnで、ある。底面はほぼ平坦で、南側がやや[Jilんでおり、底には径16cm、底面

からの深さ 8crnのピットが 1侶穿たれている。壁の立ち上がり

縄文土器桐部 l点(第23図に掲載入剥片2点が出土した。

S 8 (第11図、 i玄!版5)

JS問、 JT56グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長IlirtJO.81m、短軸0.57m、確認市jか

ある。 は3層に分けられ、

らの深さ28crnである。底面の[]二i央部は凹んでおり、躍の立ち上がりは急である。覆土は 3属に分けら

れ、石匙l点(第28図に掲載λ 擦り石2点が出土した。

S 母(第U1図、図版5) 

J P J Q58グリッドで検出した。平面形は略楕円形を呈し、長軸0.62m、短j~[80.53m、確認面か

らの深さ 9crnである。底面はほぼ平坦で、ある。壁は緩やかに立ち上がっている。

は出土しなかった0

S K 8 (第11図、図版5) 

J S 61匂句、 JT61 62グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸1.08m、短軸0.99m、

はl層で、造物

確認面からの深さ31crnで、ある。底面はほぼ平坦である。北東壁は緩やかに立ち上がっているが、南西

は関口部まで内傾して立ち一上がっている。覆土は 2層に分けられ、縄文土器胴部 3点(内 2点は

S 103尖底土器に接合@第24図に掲載入剥片 1点が出土した。

S三19 (第11図、図版5) 

KA63グリッドで検出した。平面形は し、長軸0.83m、短軸0.76m、確認面からの深さ18

C阪である。底面は丸みを帯びている。北東壁は緩やかに立ち上がっているが、南西壁の立ち上がりは

ある。覆土は l層で、遺物は出土しなかった。

(第11図、図版 5) 

J T62グリッドで、検出した。北側壁を木の根で提乱されていたが、平面形は楕円形を呈するものと

忠われ、現状では長!国JO.51m、短紺10.47m、確認面からの深さ15crnである。底面は南西から北東へ緩

やかに傾斜しており、壁の立ち上がりは急である。覆土は 1層で、遺物は出土しなかった。

S五2 (第11図、図版 5) 

J T62グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸0.68出、短軸0.47m 確認面からの深さ

12crnである。底面は南西側から北東側へ緩やかに傾斜し、壁の立ち上がりは急である。覆土は l

は出土しなかった。

S瓦(第12図、図版5) 

K 1 K J 61グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、 .20由、短軸1.15m、 からの

円
べ

U
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第4章諮査の記録

ある。壁は下位から中位にかけてほ

に分けられ、縄文士 rr縁部 1

で、中位:から上位は

腕部2点、求Ij片1点が1=1::¥

深さ101crnで、ある。底面はほ

イ頃宗ヰして1工ち上がっている。

した0

SK 2 8 (第12図、図版5) 

K L60 61グリッドで検出した。平面形は し、長船10.89m、短ililll0.86m、 のラり

o
ヴ匂あさ38crnで、ある。底面はほ あるが、北側がやや凹んでいる。 j二がり

は4J留に分けられ、よ毒物は出土しなかった。

S K 2 9 (第12図、区i版 6)

KM60グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長ilirll1.52m、短ilii111.03m、確認面からの深さ

91crnで、ある。底面はほぼ平坦である。壁は-F位がオーバーハングしており、 q二1位から H立の立ち i二が

りは急である。覆土は23層に分けられ、スクレイパ-1点、まIJ片 5点が出土した。

S K 3 (第12図、図版6) 

L D57グ 1)ッドで検出し

17 crnで、ある。底面は中央部が出んでいる。

は仕上tしなかったo

S K 3 3 (第13図、図版6)

L E56 57グリッドで検出した。平面形は方形を呈し、長qif1i1.12m、短馳0.82m、確認面からの深

し、長率由O.75m、短軸・0.52m、 からの深さ

ち上がり ある。 は6屈に分けられ、造物

さ75crnで、ある。底面はほぼ平坦である。壁は北東壁と南西壁はほぼ垂直に立ち i二がっているが、北西

と南東壁の立ち上がりは急である。覆土は4層に分けられ、造物はdi一二i二しなかった。

S K 3 5 (第13図、図版6) 

L G55グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長軸0.74m、短iliri10.69m、確認面からの深さ71

crnである。底面はほぼ平坦である。壁は下位はオーバーハングしており、中位からの立ち上がり

である。覆土は2層に分けられ、造物は出土しなかった。

S 3 6 (第13図、図版6)

L J L K54グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長車1l11.60m、短ilirll0.96m、確認面から

の深さ21crnで、ある。底面は若干丸みを手ij;び、壁の;立ち上がりは急である。覆土は 3層に分けられ、

物は二しなかった。

S 3 (第13図、図版6 10) 

L L53グリッドで検出した。 SK87とSX75を切っている。平面形はほぼ円形を呈し、長iliffl1.15m、

短軸1.03m、確認面からの深さ91crnで、ある。底面は平坦で、壁は底liiから仁!こi程までほぼ垂直に立ち上

がり、関口部までは外傾して立ち上がる。覆土は21層に分けられ、擦り石 l点が出土した。

S 3 8 (第14[盟、!玄i版 6)

LM53" 54グリッドで、検出した。平面形

深さ20crnである。底面はほぼ平坦で、

IJ河音[HO}主が出土した。

S区(第14図、図版6)

L P51グリッドで検出した。平面形は方形を呈し、長ilill!1.15m、短Ulilll1.12m、確認面からの深さ72

し、長llifEl1.20m、短iliruO.89m、 からの

ち上がり ある。覆土は 2層に分けられ、縄文二

A
バ
立つω



第 1節検出遺構と遺構内出土造物

cmで、ある。底面

上がっている。

は底面から ま
A
山 に立ち上がり、関口部まではやや外傾し ち

けられ、擦り石1点、剥J=i-2点が した。

S K 2 (第14図、図版7) 

L 051グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長紬0.91m、短llfr110.84田、確認面からの深さ87

cmで、ある。底面は若干丸みを帯びており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は5層に分けられ、

縄文土器胴部が 2点、剥片3点が出土した。

S K 4 3 (第14図、図版7)

L N 49 50、L049 50グリッドで検出した。平面形は楕円形を宝し、長車rh1.23泊、短車IfJO.91m、

確認面からの深さ 9cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。覆 1-.はl

造物は出土しなかった。

S K 4 (第14図、図版7)

L R " L S49グリッドで検出した。平面形は婿円形を呈し、長軸1.84m、短軸1.00m、確認面から

の深さ25cmである。底面はほぼ平田であるが、南側に根の撹乱を受けた跡がある。

ある。覆土は 3層に分けられ、剥片3点が出土した。

S K 4 6 (第15図、図版 7) 

LT49グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長車r110.94m、短車rll0.78m、確認面からの深さ

ち上がりは

38cmである。底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急である。覆土は 2層に分けられ、遺物は出土し

なかった。

S K 7 3 (第15図、図版7) 

L J " L K56グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸0.87m~ 短軸0.77m 、確認面から

の深さ12cmである。底面は若干丸みを帯びており、壁の立ち上がりは急である O

は[jj二上しなかったo

S K 8 6 (第15図、図版7) 

MB51 グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長)Iî由0.97m~ 短ïlîa~0.82m、確認面からの深さ

は1 遺物

30cmである。底面の東側はやや凹んでおり、その中には径15cm、底面からの深さ13cmのピットが 1個

穿たれている。壁の立ち上がりは急である。覆土は l層で、遺物は出土しなかった。

S K 8 7 (第15図、図版7) 

L L " L M53グリッドにかかる SX75の底面で検出した。 SK37、SX74 75に切られいるが、平

面形は楕円形を呈すると推察される。現況は長軸1.51m、短ili由0.51m、確認出からの深さ21cmで、ある O

底面はほぼ平坦で、壁の立ち|二がりは急である。

S区 88 (第15図、図版7)

MC49グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長ililll0.72m、短報10.64m、確認面からの深さ37

はl 遺物は出土しなかった。

cmである。底面は南東側から北西側へ緩やかに傾斜している。

造物は出土しなかった。

Sま8宮(第15図、図版8)

ME50グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長llilll0.97m、短!v!110.90m、確認面からの深さ 9

ち上がりは急である。 はl

cmである。底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急である。覆土は 2層に分けられ、造物は出土しな

に
U
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かった。

S K 9 0 (第16図、図版8)

ML47グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、長ijirll1.15m、短rllrllO.95泊、確認面からの深さ

45cmである。底面はほぼ平坦で、壁の立ち kがりは急である。覆土は 2層に分けられ、造物は出土し

なかった。

S K 9 1 (第16図、図版8)

N F39.. 40グリッドで検出した。平面形は し、長車r110.86m、短illr1l0.79m、確認面からのおそ

さ55cmで、ある。底面は北西側から南東側へ緩やかに傾斜している。壁の立ち上がりは急である。

は1層で、造物は出土しなかった。

S K 4 5 (第16図、図版8)

M S42 043グリッドで検出した。平illi形は楕円形を呈し、長illrl10.95m、組illltlO.89m、確認両からの

深さ40cmである。底面は丸みを帯びているの樫はやや内傾しながら立ちトがっている。糧 iては l

造物は出土しなかった。

S K 1 4 6 (第16図、図版8)

MT42グリッドで検出した。 SK147の上部を切っている。平面形は楕円形を呈し、長軸1.羽田、

短軸1.07m、確認面からの深さ27cmで、ある。底面は東側から西側へ緩やかに傾斜しており、やや凸凹

がある。壁の立ち上がりは急であるが、東壁だけは緩やかに立ち上がっている。覆土は 2層に分けら

れ、遺物は出土しなかった。

S K 1 4 7 (第16図、図版8)

MT42グリッドにかかる SK146の底面より検出した。 SK146に切られている。平面形は円形を呈

し、長紬0.93m、短軸0.90mであり、 SK146の確認面からの深さは42crnで、 SK146の底面からの深

さ16crnである。底面は東側から西側へ緩やかに傾斜し、壁の立ち|二がりは急である。覆j二は l

遺物は出土しなかった。

SKl長8 (第16図、図版8)

MR MS41グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長軸0.53m、短illlI10.50m、確認面からの

深さ26crnで、ある。底面は若干丸みを帯び、壁の立ち上がりは急である。覆::-1二は 2層に分けられ、遺物

は出二i二しなかった。
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第l1:iil 検出遺構と遺構内出土造物

3. 陥し穴

S KT 2 0 (第16図、図版8) 

K B60 61グリッドで検出した。本遺構は、調査区の北西 南東にのびる SD09に上部を切られて

いる。平面形は円形を呈し、長iIi!111.34m、支局Uli!111.18m、確認面からの深さ101crnである。底面はほぼ

平坦で、中央に径llcrn、底面からの深さ19crnのピットが l個穿たれている O 壁はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。覆土は16層に分けられ、造物は

S瓦T3 2 (第17図、図版8)

しなかった。

L D57"問、 LE57 e 58グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長ilir1J0.71m、短ili!1J0.67m、確

認面からの深さ69crnで、ある。底面は若干丸みを帯びており、仁!こ1央からやや南東側に径12crn、底面から

の深さ10crnのピットが l個穿たれている。壁は!底面から中程まではほぼ垂直に立ち上がり、関口部ま

での立ち l二がりは急である。覆土は 7層に分けられ、造物は出土しなかった。

S KT 3 9 (第17図、図版 9)

L N54グリッドで、検出した。平面形は円形を呈し、長軸1.06m、短車!U1.05m、確認面からの深さ75

crnで、ある。底面はほぼ平坦で、中央に径15crn、底面からの深さ36crnのピットが 1@1穿たれている。壁

は関口部近くまでほぼ垂直に立ち上がる。覆土は14層に分けられ、造物は出土しなかった。

S KT 4 5 (第17図、図版 9) 

L S51グリッドで、検出した。平面形は方形を呈し、長qifB1.03m、短qi!BO.89m、確認面からの深さ80

crnである。底面はほぼ平坦であるが、北東側は中央に向かつて緩やかに傾斜している。ヰ1央には径15

crn、底面からの深さ12crnのピットが 11fA穿たれている。壁の立ち上がりは急である。覆土は9層に分

けられ、剥片 7点が出土した。

SKT47 (第17図、図版9)

MB51 e 52グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長軸1.21m、短紬1.18m、確認面からの深

さ93crnである。底面は平坦で、中央に径17crn、底面からの深さ 9crnのピットが 1個穿たれている。

は下位から中位まではほぼ垂直に立ち上がっているが、中位から上位までの立ち上がりは急である。

覆土は13層に分けられ、器種不明石器 l点(第28図に掲載入剥片 l点が出土した。

S KT 1 3 (第18図、図版9) 

J 057 58グリッドで検出した。本遺構は、調査区の北西 南東にのびる SD09に上部を切られて

いる。平面形は溝状を呈し、長ili由3.24m、短軸0.91mの確認面からの深さ29crn (北東側)~67 crn (南西

側)である。底面はほぼ平坦であるが、南西側半分はやや凹んでいる。壁の立ち上がりは急で、南西

は関口部近くまで内傾しながら立ち上がる。覆土は9層に分けられ、石箆1点(第28図に掲載入剥

片2点が出土した。

S KT 1 5 (第18図、図版9) 

J P58グリッドで検出した。平面形は溝状を呈し、長軸1.80m、短軸0.54m、確認面からの深さ94

crnで、ある。底面はほぼ平坦で、、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は 9層に分けられ、縄文土器

口縁部~鋼部 1点(第24図に掲載)"仁l縁部4点(うち 1点は第23図に掲載)"胴部46点@底部3点、半

i弓偏平打製石器1点(第28凶に掲載)、石錘2点(うち 1点は第28図に掲載)、擦り石2点、磨製石斧1

点(負fI;281玄iに掲載)、まIJ]:1"1 点がLI:¥二上した。
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SKT17 (第19図、図版9) 

第 1節 検出遺構と遺構内出土造物

SKT48 1 
2 
3 
4 
r 
U 

6 

2m 

JS60"61、JT60 61グリッドで検出した。平面形は溝状を呈し、長軸3.11m、短軸0.88m、確

認、面からの深さ103cmであり、底面はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは急で、北東@南西壁は若干内

傾しながら立ち上がっている。覆土は11層に分けられ、縄文土器胴部l点、石錘1点(第28図に掲載入

擦り石l点、最IJ片2点が出土した。

SKT34 (第19図、図版9)

L G56 57グリッドで検出した。平面形は溝状を呈し、長期113.羽田、短軸0.88m、確認面からの深

さ59cmで、ある。底面は南西端から北東端へ若干傾斜している。壁は北西@南東壁がほぼ垂直に立ち

がり、北東@南西壁は内傾しながら立ち上がる。覆土は8層に分けられ、フレーク 1点が出土した。

SKT48 (第20図、図版9) 

MC53グリッドで検出した。平面形は溝状を呈し、長軸2.43m、短軸0.41m、確認面からの深さは

79cmで、ある。底面はほぼ平坦で、東@西壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、北@南壁の立ち上がり

は急である。 は6層に分けられ、剥片 l点が出土した。

4. 柱穴様ピット(第7図)

柱穴様ピットはKP.. KQ60で4~器、 LB以西から LP以東の北側で31基、 LT以西から MO以東

の北側で76基の計111基を確認した。これらの柱穴様ピットに規則的な配列は認められず、柱痕も確認

できなかった。覆土は黒色土(10YR1.7/1)~灰黄褐色土(10YR4/2入暗灰黄色土 (2.5Y5/2)，-....，にぶい

黄色上(2.5Y6/4)で、堅くしまっている ある。平面形は円形か楕円形を呈するものが多く、
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第2表柱穴様ピット計iWJ-覧
SKP 検

平面形
大きさ 底面 SKP 検出

平面]f: 大き さ深さ 底の標i高ifJ 番号 グリッド 長軸短!島11深さ の;ë~汚Iミi 官ド可r 番 号 グリッド 長iI!ril短車Itl
23 KP60 円形 20CIIl 18cIIl 7cm 54.55m 115 MH51 楕円形 23cIIl 19cm 20cm 53.48m 
24 KP60 楕円形 23crn 20crn 13cm 54.48m 120 M 150 17crn 15cm 19cm 53.56m 
25 KP60 円形 20CIIl 19cm 7CIIl 54.52m 121 MH50 22cm 17cm 11cm 

555S33335666021 qnm m m 1 
26 KQ60 楕円形 20cm 17c羽 6cm 54.47m 122 MH50 16cIIl 15cm 

11931ccm m m 51 L B57 楕円形 28cIIl 21cm 53cIIl 53.83m 123 ME51 • 52 24cm 22cm 
52 LG. LH56 円形 25cm 23cIIl 12cm 54.11m 124 ME5J 23cIIl 22cm 
53 LH55 円形 21cm 20cm 12cIIl 54.16m 125 MI • MJ52 20crn 19cm 11cm 53.65m 
54 LH55 楕円形 34cm 31cIIl 64crn 53.64m 126 M J51 円形 18crn 16cm 14cm 53.56m 
55 LH55 楕円形 25crn 21cm 13crn 54.15m 127 M J51 〔円形〕 18crn 1(15crn) 7crn 53.64m 
56 LH55 円形 21cIIl 20crn 14cm 54.18m 128 M 151 楕円形 22cIIl 19cm 19cm 53.56m 
57 LH56 円形 26cm 25crn 16cIIl 54.06m 129 M J52 円形 20crn 18crn 13cIIl 53.58m 
58 L K54 楕円形 24crn 21cm 13crn 54.15m 130 MH51 楕円形 27cIIl 21crn 8cm 53.60m 
59 LL • L1¥在55楕円形 37cIIl 34cIIl 9crn 54.17m 131 MH51 楕円形 21cm 16cm 14cIIl 53.53m 
60 LM55 • 56 楕円形 25cm 21crn 13cm 54.03m 132 M J52 l弓形 19crn 18crn 7CI耳 53.65m 
61 LM55 円形 25cIIl 23cm 9CIIl 54.08m 133 MK51 円形 21crn 20cm 11cm 53.59m 
62 LM55 楕円形 59cIIl 47cm 45crn 53.68m 134 M 152 円形 23crn 22crn IUcm dにdつ.65m
63 LJ'vl LN55 楕円形 130CIIl 27cIIl 28cm 153.86 m 136 MF52 円形 18cIIl 17cm 8cm 53.73m 
64 LM54 楕円形 21cm 18cIIl 14crn 54.12m 138 MK51 

楕円円形形
26cm 21cIll 24cm 53.40m 

65 LM51 楕円形 35cIll 30CIll 17cm 53.97m 139 ML51 24cIIl 22crn 17cm 53.53m 
66 L N53 楕円形 17cIIl 16cIIl 20crn 53.89m 140 LT • MA49 円形 17crn 16cm 8CIll 53.76m 
67 LN53 円形 25cIll 23cm 9CIIl 53.98m 141 MA49 円形 16cm 15cIll 7CIll 53.81 m 
68 LN53 • 54 楕円形 23cIll 21cIIl 51crn 53.53m 142 MA49 楕円形 27cIll 20CIIl 11cm 53.78m 
69 L N54 円形 26crn 26crn 59crn 53ι4m 143 MA50 円形 13cIIl 10crn 6cm 53.81 m 
71 L053 楕円形 30CIIl 28crn 49cm 53.59m 144 LT50 橋円形 28crn 23cIIl 10crn 53.73m 
72 L 053 楕i弓万三 34crn 27crn 26crn 53.68m 149 MD51 円形 13cIll 12cm 8cm 53.65m 
76 L J 56 円形 26cIIl 25cIIl 17cm 54.08m 150 ME51 円形 15cIll 13cIIl 12crn 53.59m 
77 L J 56 楕円形 34cIll 28cIll 12cIIl 54.11m 151 ME52 円形 19cIll 18cm 9cm 53.70m 
78 L J 56 楕円形 24cIIl 18cm 8CIll 53.96m 152 ME52 円形 15crn 13cIll 5cm 53.74m 
79 L J 57 楕円形 29crn 25cIll 8cm 54.04m 153 ME53 円形 16cIll 14crn 7cm 53.71m 
80 L K55 楕円形 23cm 19cm 9CIll 54.12m 154 ME51 円形 15crn 14cIll 6CIll 53.65m 
81 LK • LL56 楕円形 45cIIl 42cIll 14cm 54.06m 155 ME51 楕円形 18cIIl 15cm 9CIll 53.60m 
82 L K52 円形 24cm 23cm 10crn 54.16m 156 ME51 円形 21cIll 19cm 11cm 53.59m 
83 L L52 楕円形 21cm 19cIll 12cIll 54.10m 157 MF51 円形 12cIIl 11crn 9crn 53.68m 
84 L L52 楕円形 17crn 15cIll 9CIIl 54.15m 158 MG52 円形 15cIll 14cIIl 5CIll 53.75m 
92 MD52 楕円一形 25cIIl 22cIIl 15cIll 53.68m 159 MF51 円形 22crn 22cIll 11cm 53.66m 
93 MD52 円形 24cm 23cIll 7cm 53.77 m 160 MG51 円形 15cIIl 14crn 8crn 53.66m 
94 MD52 楕円形 24crn 20crn 23cIIl 53.56m 161 制G51 円形 32crn 32cm 10CIll 53.62m 
95 MD51 • 52 楕円形 26cm 22cIIl 19cIll 53.62m 162 MF. MG51 円形 13cm 12crn 8cm 53.61m 
96 ME51 円形 21crn 21crn 11crn 53.65m 163 LT49 楕i弓形 16cIll 12cm 8cm 53.74m 
97 ME51 円形 31cm 30CIIl 7CIll 53.65m 164 MH52 円形 17 CIll 16cIIl 9CIll 53.61m 
98 MF51 円形 21cIIl 21cIll 11cIIl 53.67m 165 M 1 49 

円円 形形
18cIIl 16cIll 16cIll 53.58m 

99 MF51 楕円形 22crn 19cm 9crn 53.66m 166 M 1 50 14cIll 13cIIl 15crn 63.51m 
100 MF52 楕円形 24cm 21cm 12cm 53.69m 167 

M MG1550 1 
円形 18cm 15cIll 5cm 5533..6641m m1 l 101 MF52 円形 23cIll 23cm 14cIIl 53.65 m 168 円形 16crn 15cm 9crn 

102 MF53 円形 21cm 20cm 10CIll 53.71m 169 LT49 IIj形 18cm 17cIll 10CIll 53.76m 
103 MF. MG52 円形 20cm 19crn 10CIll 53.67m 170 MB50 円形 22crn 19cIll 8cm 53.75m 
104 MG52 楕円形 21cIll 18cm 14cIIl 53.61m 171 MD51 円形 17cm 16cIIl 5cm 53.67m 
105 MG52 円形 21cm 21cm 23cm 53.53m 172 MD51 円形 13cIIl 13cIll 7cm 53.64m 
106 MG51 円形 19cIIl 17cm 8cm 53.68m 175 MM49 円形 18cm 16cm 16cm 53.58m 
107 MG51 楕円形 21cm 18cIIl 19cm 53.53m 177 MM48 円形 14cm 14cm 17cm 53.51m 
108 MG51 楕円形 21crn 18cm 19crn 53.56m 178 MM48 楕円形 18cm 15cm 16cm 53.57m 
109 MH52 円形 21cm 20cm 11cIIl 53.61m 179 MM48 楕円形 19cm 16cIIl 12cIll 53.65m 
110 MH52 楕円形 27cm 25cm 9cm 53.61m 180 MM47 円形 12cIIl 12cIll 7CIIl 53.59m 
112 MH51 

楕円円形形
21cm 20cm 11cIIl 53.63m 181 MN48 楕i斗Jt 16cm 12crn 18cm 53.44m 

113 MH52 17cm 15cm 9cm 53.65m 182 MN48 円形 15cm 14crn 11cm 53.56m 
114 MH51 円形 15cm 14cm 9CIIl 53.67m 

京(J I)~ の ~V-I(lj) l;は推定)1ラで、( )内の数値は技{/{[I'[である口

38 



第 1節検出遺構と遺構内出土造物

造物はほとんど、出土せず、その時期を明確にすることができなかった。また、個々の柱穴様ピットに

ついては第2表にまとめた。

5. 溝跡

S D 0 (第71翠)

調査区東部で確認した。西 東に延びる溝で、 KE60グリッド付近で南東方向に曲がり調査区外に

入り込んでいる。残存部の…長さは67.60m、IIJ記59'"""'73cm、深さ 6'""'l1cmで、覆土は地山浮石粒子を

ある。断面形は鍋底形を呈する。縄文土器腕部2点、石錘2点(第28図に掲載)、剥片13点が

しfこO

SD母号(第7図)

され、 SI 02 03、SKT13 20を切っている。 SD01の北側を並行して走る溝

で、調査!三外に入り込んでいる。残存部の長さは75.20m 、 I~話24'""'48 cm、深さ 5，...，..，l1cmで、覆土は地山

ある。 断面形は逆台形を呈する。擦り右 l点が出土した。

6. その他の遺構

SX4号(第21図)

LT50グリッドで検出した。第百層で砕片@まiJ片が長軸1.46mx短軸1.31mの範囲に集中して出

し、その砕片@丞iJ片を取り上げたところ、本遺構のプランを確認することができた。平面形は楕円形

し、長軸0β6m、短馳0.69m、確認面からの深さ 6cm(南東側)~12cmUヒ西側)である。底面は南

東側から北西側へ緩やかに傾斜している。壁の立ち上がりは急である。覆土は 2層に分けられた。縄

文土器服部2点(うち 1点は第23図に掲載入スクレイパー l点(第28図に掲載入器種不明石器 1

(第28図に掲載入砕片 e剥片476点が出土した。

S X 5 0 (第22図、関版10)

LM52グリッドで検出した。 SX 75を切っている。平面形は楕円形を呈し、長軸2.77m、短軸

1.40m、確認面からの深さ19cmである。底面にはやや凹凸がある。壁の立ち上がりは急である。

は4層に分けられ、縄文土器胴部3点、擦り右5点(うち l点は第28図に掲載入剥片55点が出土した。

S X 7 (第22図、図版10)

L M52 53グリッドで検出した。 SX50に切られ、 SX75を切っている。平面形は楕円形を呈し、

長袖3.31m、短M12.47m、確認面からの深さ13cmである。底面にはやや凹凸があり、径18'""-'33cm、j架

さ7~16cmのピットが 6 侶穿たれている。壁の立ち上がりは急である。

土器)阿部 1点、最IJ片11点が出J二した。

S 7 5 (第i22図、図版10)

L L 52 53、LM52 53グリッドで検出した。 SK87を切り、 SK37とSX50 75に切られている。

その全容を把握できなかったが、現状から径3.33mほどの円形を呈すると推測される。確認面からの

は3層に分けられ、縄文

深さ22cmである。底面はやや出凸があり、底面には径20，，-，50cm、深さ 5，-....，14cmのピットが5個穿たれ

ている。覆土は 6層に分けられ、造物は出土しなかった。
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第 2節遺構外出土造物

3表選構内出土石器計測一覧

野I 図 最大長 最大幅 最大!享 重量 挿図 iJ::¥土 最大長 設大i幅最大惇 重量

器種 石材 器穏 石材
三~仁1=ご71 地区 (mm) (mm) (mm) ( g) 番号 地区 (mm) (mm) (mm) (g) 

26-1 S 102 磨製石斧 24.5 90.19 安山岩 28-18 S 103 石 錘 93.0 65.0 25.0 155.83 安山岩

21 S 103 ぬ宇 匙 68.0 43.0 7.0 10.63 頁岩 19 S 103 石 錘 97.0 64.0 22.0 162.11 安山岩

31 S 103 求IJ片石器 62.5 39.5 13.0 19.95 頁岩 20 S 103 右 錘 103.0 56.0 17.0 132.56 安山岩

41 S 103 石匙 95.0 30.5 

17D』D 6PM59 5L1215 2頁主尚h宕宕岩

211 S 103 石 録 123.0 60.0 21.0 188.34 安111岩

51 S 103 磨製石斧I 41.0 54.0 21 つつ S 103 石 錘 115.0 70.0 24.0 231.65 安山岩

61 S 103 石錘 63.0 56.0 21 29-23i S K08 石 匙 70.5 28.5 12.0 13.08 貝者

71 S 103 石 宣車 54.0 63.5 17.0 81.59 安山岩 24 S K47 器積不明 57.01 59.5 

221695D 1EE28372539 8 0 

頁岩

27-8 S 103 石 錘 88.0 69.0 26.0 146.58 安山岩 25 SD01 石錘 74.01 60.0 頁岩

91 S 103 石 錘 79.0 75.0 20.0 112.83 安山岩 26 SD01 石錘 砂岩

10 S 103 正i 録 89.0 70.0 14.0 122.59 安山荘i 27 S KT13 石 箆 80.0 47.0 16.0 54.73 頁岩

11 S 103 石 鏡 95.0 74.0 17.5 138.66 安山岩 28 S KT15 磨製石斧 89.0 54.0 31.5 248.67 凝灰岩

12 S 103 石 錘 65.0 66.0 24.5 134.24 安山岩 29 S KT15 半円状話平 68.0 184.0 30.0 520.77 安山岩

13 S 103 石 錘 72.0 68.0 23.0 127.74 安山岩 30 S KT15 右 錘 90.0 83.0 26.0 226.82 安山岩j

14 S 103 石 錘 79.0 64.0 21.5 138.11 安山岩 31 S KT17 石 錘 78.0 62.0 16.0 101.86 安山岩

15 S 103 右 錘 82.0 65.0 20.0 131.61 安山岩 32 S X49 Iスクレイパー 60.0 58.0 18.0 57.90 頁岩

16 S 103 石 錘 89.0 60.5 17.0 112.31 安山岩 33 S X49 器種不明 69.0 54.0 15.0 55.80 頁岩

17 S 103 石 鏡 89.0 59.0 20.0 130.19 安山岩 34 S X50 I磨 石 59.0 107.0 52.5 381.47 安山岩

業半円状崩平=半円状扇平打製石器

第 2節遺構外出土遺物

遺構外からは縄文時代の土器@土製品と石器@石製品および剥片などが出土した。土器は中コンテ

ナ(規格54x 34 x 10cm)で14箱分出土した。このうち全体の形状を把握できる資料は、ほぼ完形で出土

した縄文時代晩期の注口土器l個と、接合復原によるもの 3個で、他はすべて破片資料である。土製

品はl弓盤状土製品が2点出土した。石器は右鍛17点@石槍10点@石匙61点@スクレイパー56点@トラ

ンシェ様石器28点@右箆70点@磨製石斧5点@石錘308点@半円状届平打製石器 3点 e擦り石33点@

凹石12点@石皿2点の計605点出土した。石製品は 2点で、剥片などは中コンテナで2箱分出土した。

土器の記述にあたっては文様や胎土などから時期別にして第 I群から第百群に分けて記載した。

@形態により分類して、その大きさ等は、第4" 5表に記載した。

1 . 

I 群土器(第29~39図、図版10'"'-'20) :縄文時代早期中葉と思われる土器である O

9 "'-'11は接合と図上復原によって、器形を把握できた資料である。これらは尖底深鉢形土器で、あり、

10 11の底部は乳頭状を呈する。 9 11は両面に貝殻条痕文、 10は外国のみに貝殻条痕文が施されて

いる。 9は底部を欠いているが、その底部は10 11と同様に乳頭状を呈すると推察される。また、 10

は内面底部から胴部 U立に煤状炭化物が付着しており、 11の外面胴部には貝殻殻表圧痕文が施されて

いる。図上復元によるが、 9は仁!径6.6cm、器高9.4cm、10は口径8.9c皿、器高14.0cm、11は口径10.2c盟、

器高12.3cmで、ある。

12~57 59~ 100は尖底深鉢形土器と思われる口縁部から胴部上半の破片、 101は胴部上半から底部

の破片、 10~ 103 は嗣部下半の破片であり、内面には貝殻条痕文が認められる。 16~問、 22 と 23は各々

同一倍体である。 12は に刻み目が斜めに施文されている O 両面は無文で箆ナデによる調整痕が認
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第4章調査の記録

められる。また、両面には煤状炭化物が付着している。 13'"'-'21の口縁部外面に貝殻腹縁正痕文が横位

に施文されており、 13.. 16 " 17の服部外面には貝殻殻頂庄痕文、 14の服部外面には貝殻殻表圧痕文が

施されている。また、 14には口縁部と腕部を画して口縁と平行に 2条の料突列、 には刻み目が施

されている。 17" 18 " 20の口唇にも亥Ijみ日が認められ、 17の口縁部にはつまみ出しによる突起がみら

れるo 22，-....，29のによる羽状文が横位に施されており、 22.. 23 25の口唇には原体は判然、としないが

刻み臼が施されているo 24には口縁部と服部を画する刺突列が口縁と平行に l条施されている。 28の

には細い棒状工具によると思われる沈線が断続的に施されており、口縁部には補修孔が l子しみら

れる。 29の口縁には刻み日が付けられている。

30"-'41も口縁部外面に貝殻腹縁圧痕文が施されているが、 30'"'-'37は斜位、 38" 39は斜位と横位、 40

は縦位、 41は縦位と斜位に付けられている。また、 30'"'-'35 38'"'-'40は口唇に刻み目が付けられていて、

これらのうち、 31" 33 " 40は貝殻腹縁庄痕による亥11みとわかったが、{也は原体不明である。

42"-'48は口縁部外面に貝殻殻頂任痕文が施されており、 43の打唇には貝殻条痕文が認められfこ。

49"-'57は口縁部外面と内面に貝殻条痕文が施されており、 49'"'"'52は横位に、 53'"'-'56は縦位に、 57は

斜位に付されている。また、 56は口唇に貝殻腹縁圧痕文が施されている。 58は尖底深鉢形土器の胴部

の破片である。器面上位には貝殻腹縁圧痕文、その下には貝殻腹縁押し引き文が施されている。

59 e 60、65.. 66は各々同一個体である。 59"-'73は口縁部外面に貝殻殻表圧痕文が施されており、 60

65"-'68 .. 70 71の口唇にも貝殻殻表圧痕文が施されている。また、 61" 62の器面は磨滅していて不鮮

明であるが、貝殻殻表)王痕文がわずかに認められる。

74'"'"'89は口縁部外面に貝殻条痕文が施されている。 81" 82 " 85の口唇部は貝殻殻表圧痕文が施され、

74 .. 83 " 89の口唇部にわずかにみられる刻み目の原体は不明である。

90"-' 103は外面が無文である。 97" 98の口唇部に付された原体は不明である。 99には補修孔が l孔

ある。 101は口縁部と底部先端が欠けているが、乳頭状を呈するものと推察される。まばらに煤状炭

化物が付着している。

104'"""107. 111'"'-'115は尖底深鉢形土器の底部の破片であり、乳房状を呈している。 108" 109 " 116 

は服部下半から底部の破片で、底部先端は乳房状を呈している。図上復元によるが、口径は大きいも

ので、11.6crn、小さいもので3.1crn、器高は大きいもので10.5crn、小さいもので2.1crnである。

E群土器(第40""'-'44図、図版21，..._，，24):帰属時期が縄文時代早期から前期に属すると思われる土器

である。すべて深鉢形土器の破片である。

117は口縁部から胴部の破片で、外面にはLRL縄文が施されており、内面には箆ナデによる痕跡

が認められる。 胎土に繊維を含んでいる。 119'"'-'121は口縁部から服部上半の破片であり、胎土に繊

維を含み軽し ¥0 119の口縁部には棒状工具による押し引きが横位に10条平行に施文され、服部には O

段多条のLR縄文が施されている。 120の口縁部には棒状工具による押し引きが横位に 9条平行に施

文され、腕部には磨滅のため原体が不明だが縄文が施されている。 121の口縁部にはLRL縄文が、

腕部には不整撚糸文CI京体R?)が施されている。 122"-'138は口縁部の破片で、 137を除いて胎土に繊

維を含んでいる。 122" 123は同一個体である。その口縁部にはLRL縄文が施されている。 124の口

縁部には沈線が5段施され、その下には原体は不明だが縄文が施されている。 125はL撚糸文が施さ

れており、補鯵孔がl孔認められる。 126 127 131 133.. 137は原体は不明だが縄文が施されてい

ハU
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る。 128はループ文が施されている。 129 132はLR縄文が施されている。 130.. 134 .. 136 138はR

L縄文が施されている。また、 138の[]唇部のj反体は不明である。 139は腕部、 140は口縁部の破j十で

ある。いずれも表裏縄文土器で、 139の両面にはRL縄文が、 140の[]唇と両面にはLR縄文が施され

ている。 141'"'-'147は[]縁部の破片である。 141• 142はRL縄文、 143" 145は不整撚糸文(原体R?)が

施されている。 141の口唇には刺突列が付されていると忠われる不鮮明でj京体は不明である。 144は原

{本が不明だが縄文が施文されている。 146は口縁に平行にL原体の側面圧痕文が 3条、頭部には半裁

竹管文が横位に施されている。また、服部には木白状撚糸文が縦{立に施されている。 147は口縁部の

破片で、[]唇部には等「出馬でおjみ目が、無文地の胴部には竹管文が施されている。 148は腕部破片で

原体は不明だが縄文が施文されている。なお、 139'"'-'146ペ48の胎土には繊維が含まれている。

149は口縁部から嗣部の破片である。仁l縁に平行にRJJ主体の結条{本庄痕文が3条、その直ドには口

に刺突タIJが施されており、胴部には木日状撚糸が施文されている。 150は胴部から底部の破

片で、原体は不明だが縄文が施されている。1]台士に繊維を含んでいるの 151"-'165は底部の破片で、 151

'"'-' 163 .. 165はJj台土に繊維を含んでいる。 151.. 153はLR縄文が施されており、 153の外面上半には煤

状炭化物が付着している。 152は両面に!京体が不明だが条痕文が、底面には純白状の文様が認められ

る。 154は底面にはL撚糸文が施され、外面にも磨滅してはっきりしないが、底面と同様に L撚糸文

が施文されていると思われる。 155は斜めに縄文を施し、さらに棒状工呉で細い沈線を縦方向に加え

て縄文と交売させて、格子日状の文様を表出している。底面iには棒状工具による締~¥沈線が認められ

る。 156" 157にはj京体が不明だが縄文が施されおり、 157の底面には原体が不明だが縄文が認められ

る。 158'"'-'160の外面と底面には原体は判然としないが縄文が施されている。 161はRL縄文が施され

ており、底面には!京体が不明だが縄文が認められる。 162は原体が不明だが縄文が施されているo 163に

はR撚糸文が施文されている。 164はミニチュア土器の底部である。 165は土器製作時に敷かれたと思

われる編物の圧痕が残っている。 出土した底部資料は、大半が破片で底径の値は図上復元によるが、

きいもので11.0crn、小さいもので6.6crnである。 時期は、縄文時代前期と考えられる。

166 167は円盤状土製品である。両方とも素材とした土器片の縁辺を加工して、円形状に仕上げて

おり、その器面の中央に干しを 1つ穿つO 孔は両面から穿ち貫通させている。また、いずれも縄文が施

されている土器片で、胎土には繊維を含んでいる。

第亜群土器(第401玄1118、第45図168 171'"'-'178、図版21" 25) :縄文時代後/hlJlと思われる土器である。

大半は深鉢形土器の破片である。

118は腕部の破片である。外面にはLR縄文が施されている。 168は深鉢形土器の口縁部から胴部の

破片である。外面にはLR縄文が施されており、部分的に煤状炭化物が付着している。 171"-'173は口

縁部の破片である。 171の口縁部上端は無文で、その直下にはLR縄文が施文されている。外面には

煤状炭化物が付着している。 172 173は原体は判然としないが縄文が施されており、 173の外面の

部には煤状炭化物が付着している。 174は口縁部から胴部の破片で、頚部が「く J字状に屈出し口

部が外反している。文様は器面が磨滅しており判然としないが、室長部には口縁に平行に l条の沈線が

施されている。 175 176は胴部から底部の破片である。 175の底面は鍋底状を呈しており、外面には

LR縄文が施されている。 176の底面は若干上げ底になっており、外面には不鮮明であるがLR縄文

が不定万向に施されている。内外百五には煤状炭化物が付着している。 177は台付土器の台部の破片で

51 
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ある。外面に文様は施されておらず、内面には黒班がみられる。 178は底部の破片である。底面はほ

らで、外面jにはLR縄文が施文されている。

第N群土器(第玄1169 170、第461君、図版25"縄文時代晩期の土器である。

169は鉢形土器のLJ縁部から脚部七!主の破片である。仁i屑にはB突起が表H¥され、内湾する !J縁部

には裁痕タIJを挟んで上に 1条と iごに 2条の沈線が横{立に施されており、その i二に縦{立のB突起を付し

ている。制部にはLR縄文が施文され、内外面には煤状炭化物が付着している。 170は小波状[_J縁を

なす深鉢形土器と忠われる口縁部から細部上-半の破片である。口縁i}l~ には [1縁に平行に 3 条の沈線が

施され、胸部にはLR縄文が施されている。 内外面に煤状炭化物が付着している。 179'"'-'181は注!二I!--_

ある。 179 180は口縁部から肩部の破片で、羊歯状文が施されている。 181は口縁部を僅かに欠

き、注口部を欠損している。 にはB突起が配され、 n縁部には[J縁に平行する数条の沈線を施し、
その上に亥!Jみ日列を加えている。この口縁部と肩部のi習は無文帯となっている。注口部が付く阿部に

は羊歯状文が施文されており、}百背需にも n縁;に平行に 2 条の沈線が施されている。底部は1n~文で

丸い鍋底状を呈している。 L-I径51mm，出高67問、最大径106mmを損IJるo 182 は深鉢形土器の I~~I縁部から

服部 i二半の破片で、ある。外反する仁!縁部は無文帯で、その!こ!縁ドには 1条の沈線と屈1111する頭部に 2

条の沈線が口縁に平行に施されており、胴部にはLR縄文が施文されている。また、外には煤状炭

化物が付着している。

-52 
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2. 

石銑(第47図)

1実質:I弓基鎌、 2類:平基無茎嫉(3ト 37)、3類:凹慕無茎鉱(38"-'50)に分類される。 40844 " 

47を除いて、素材求IJ片の主要求IJ離面が看取される。このうち、 35.. 37 .. 41 " 46以外は素材剥片の打面

を某部側に}…IJいている点で共通している。 38" 41 .. 44 " 46は先端部に扶りを入れてより先鋭に整形し

ている。

石槍(第48.. 49図)

1類:尖頭部が先鋭で基部が弧状になるもの(51入 2類:尖頭部@基部ともに先鋭なもの(53)、3

類:尖頭部 e基部ともに弧状を呈するもの(54)、4類:平面形がティアドロップス状を呈するもの(

55入 5類:尖頭部が鈍角で、基部が直線状もしくは直線状にちかい弧状を呈するもの(56 58'"'-'60) 

に分類される。 51は表裏面に調整加工が施されているが、基部末端には打面を残す。先端部は若干欠

損している。 52は基部が欠損している。断T屈はレンズ状を呈する。 53は裏面に素材剥片の主要剥離面

られ、表面の!二一平部には擦の表面が大きく残されている。調整加工は裏面周辺にたいして顕著

に施されており、とくに尖頭部よりも基部が入念に整形されている。 左側縁の調整加工は急斜度で鋸

歯縁状を呈する。他の石拾が両面加工であるのに対して、これは唯一の周辺加工例である。 54の裏面

先端部にみられる剥離痕は衝撃剥離痕とも考えられる O 基部末端には潰れ痕がみられる。 55は他と比

べてやや形態的に異なる石槍である。 とも平坦な調整加工が施されており、尖頭部はとくに入念

な整形が施されている。また、右側縁の裏面には階段状剥離が顕著に認められる。 56は表裏面におけ

る大まかな平坦剥離後に、表面から裏面に対してより細かな調整加工が施されている。その結果、尖

頭部@中央部@基部の両側縁が直線状を呈し、それぞれの境が明確に区別されている。 57は上半部が

欠損している。 断面形は凸レンズ状を呈する。 58は形態的に56と類似するが、両側縁がより弧状を呈

している。左側縁両面には階段状剥離が顕著に認められる。 59は最大幅が石器上半部にくる。基部末

端は直線状に作り li¥されており、上半部両側縁には弧状を呈するのに対して、下半部は直線状に整形

されている。 60も59同様、尖頭部両側面縁が弧状を皇し、それより基部にかけては直線状となり、

大幅が石器上半部にくる。また、尖頭部の左側縁には鋸歯状剥離が施されており、その裏面および右

側縁には衝撃剥離痕と考えられる剥離面が観察される。

石匙(第50 51図，第52区11 2) 

1 類:縦型(61 、 2類型(80~83) に分類される。 1 類はさらに、 3'類:石器末端部が尖頭

状を呈するもの(61" 63'"'-'67) 、 b 類:石器仁l::J i~lÍ[線と石器末端部の縁辺が直交もしくは斜交するもの(

62 68"-'71)、c類:石器両側縁が一方向に湾IJ13し、三日月状を呈するもの(72'"'-'79)に細分される。 63

67 78 79以外は、素材剥片の主要剥l~Jm面が残されており、打面側につまみを作出していることがう

かがえる。ただし、 77は例外的に素材の末端部をつまみとして用いている。調整加工の部位は多様で

あるが、つまみが表裏から入念に施されている点で共通している。つまみ以外の器体調整に関しては、

両面加工(63，， 67 78 e 79)、片面加工(61 66" 70"-'73 " 75 • 76 • 80入周辺加工(64D 65 68 0 69 " 

74 77" 81 .. 82)がある。 83はつまみの作出以外はなされていない。 両面加工のものがもっとも素材

に対する変形度が高く、一方、周辺加工のものは素材の厚みまでは減じていなし1。また、 62" 64 • 68 .. 

70 " 74"-'76 " 83は打面が残置している。

ウー
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スクレイパー(第52図84"-'89)

1類:横長幅広の剥片を素材として打面を残置し、縁辺に連続111¥Jな調整加仁を施すもの"85 

87入 2類:縦長求IJJ_l，-を素材として打面を除去し、縁辺に調整加工を施すもの(86" 88入 3類:+flY長

幅広剥片を素材としてtHffIを除去し、片面が抑圧剥完投による剥離面で覆われるもの(89)に分類される。

84の左側縁には、鎖交調整により快りの入っている部分がみられる。 85の平面形は、つまみの有無を

除けば、石匙の 1c 類と類似する。 86は左側縁に調整加工が施されており、{際面と主要5}~ln維面のな

志信IJ縁には使用によると考えられる微細剥離痕がみとめられる。素材の打市jは表裏からの平坦剥~mに

より除去されている。石器末端部は欠損。 88は全周に押j王剥離が加えられている。*日円高fmにはJjflj
面から調整が施されており、素材剥片の打面@バルブを除去し、)手みを減少させている。微*IH~~IJ離痕

は全局にわたって観察される。石器上端部は欠損。 89 は左側縁の i二端部に表裏からのまIH~H~が加えられ、

扶り部が作出されている。石器 t端部の両面からの調整は、 88 と同様、素材~~IJJ干の厚みの減少を意図

したものであろう。また、 にはポジティブ面がみられ、求IJ片素材の石核ーから剥取された

いていることがうかがえる。

トランシェ J掠石器(第53"-'54図@第551玄1108.. 109) 

平面形から、 l類長方形に近い台形状を呈ーするもの(90"-'99)、2類:三角形状を呈するもの(100

106 e 108)、 3類:模形を呈するもの(101"-'105 .. 107 " 109)に分類される。また、刃部の形状から、

a類:出刃、 b類:凸刃、 c類:平刃に細分される。刃部は基本的に一次剥離によって生じた鋭li縁

辺を利用しているが、連続的な調整加工を施して刃部を作出している例も 9例ある。とくに、 104.. 

106 " 108 " 109はノッチ状に加工が施されており、刃部再生の可能性もある。また、 91は基部末端の

縁辺にノッチ状の加工がみられる。99.. 105ペ06G 108以外は素材の主要剥離面が残されていることか

ら剥片素材であることがわかる。このうち、 93.. 98⑨ 102 " 103 .. 109は打A面部を基部側に用いており、

その他は素材を横位置、つまり打面部を石器側縁に用いている。 105は表裏に磯面がみられ、磯素材

である。調整加工の種類は、押圧剥離による平坦加工が主体であるが、 93.. 95 " 109は、素材剥片を

断ち切るように急斜度な加工が施されている。 92.. 94は平坦加工と急斜度加工が併用されている。

斜度加工のみによるものは、他に比べて素材面が多く残されており、素材剥片に対する整形度が最も

低いといえる。使用による刃こぼれと考えられる微細剥離痕は、 90" 91 o 93 94~98 100"-'105" 

107 " 108にみとめられる。

色石箆(第55図110"-'116 第57図124

平面形から、 1類:撲形 e台形状(110"-'120 • 122"-' 124)、 2類:短冊形@長方形状(121)、 3類，

小判形@楕円形状(125)に分類され、さらに刃部形状から、 a類:雨凸刃、 b類:J二If15刃、 c類:両

平刃、 d 類:片平刃に細分される。 110~117 ぺ20 " 124には素材の主要剥離面が残されており、示IJ片

素材であることがうかがえる。この場合、素材を縦に月弘、る例と横に用いる例の 2者がみられる。調

整加工の稽類には、平坦剥離による両面加工(110バ16 118 119リ21"-'123 .. 125)、ユド両面加工(

121 124)、片面加工(111" 120)、周辺加工(113e 114 117" 118)がある。 111は右側縁ド央に急斜度

な調整を加え、決りを作出している。柄の装着と関係があるのであろうか。 114は他に比べて刃部角

が大きく、欠損した刃部の再生が図られたものと考えられる。 112~114 ぺ16 118"-' 120には、使用

によって生じたと考えられる微細剥離面が刃部裏面に顕著にみとめられる。
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第 2節遺構外出上造物

(第57図127~ 130) 

1類:í擦もしくは~~IJ)=i-を系A材とし、全面研磨により製作されたもので、とくに側面を顕著に研磨し

断面形が長方形を巴するもの(126~128) 、 2 類]類と同様であるが側面を形成せず、断面形が長楕

円形を呈するもの(129)、3実fl:擦切技法により切断翁製作されたもの(130)がある。刃部形状は、 a

平がPJ刃で、ラがrll[j凸刃のもの"、 b類:円刃で)=1-[J__I:[刃のもの(128入 c類:

平刃でrrLti 刃のもの(126穆 130)が見受けられる。 126は5cm未満と小さく、表裏の研磨面より{WJIT=uの

研磨のみの三新しいことから、磨製石斧の刃部破片を再加工したものと考えられる。基部の作I~Hがと

くに ある o 127バ29は刃部{波片である。 127の左側縁には!敬子Hl誌がみられる。 128は側面の研磨

がとく

れる。柄

明確な稜線を作り出している。また、基部には i二から力の加わった剥離i百iがみら

して使用した結果であろう。 130は右側面に擦切痕が2条認められる。 128と同様の剥

離痕が基ttr~ にみられる。また、裏面および右側面には敵)王痕が観察される。

(第56[玄[131 132) 

13]は破片であるが、 よび{1liJ[~Û に線刻がみられ、 ら孔が穿たれている線刻有子し石製

品である。 132は、孔が途rlrまで穿たれた盲孔右製品である。

石事r~(第58"-'64[支D

l 類:円形で両端に tJ'とりをもつもの(133~145 0 147)、2類:楕円形で長I!irtrの両端に扶りをもつも

の 148~174 201)、三角形もしくは不整円形で両端に扶りをもつもの(l75~200 " 202)がある 0

155リ74什 85ぺ88などには、両極技法に特徴的な線状打面@潰れ痕@階段状剥離が、加工部位の両

端もしくは一端にみられることから、 i両極技法により製作された可能性がある。 144 160は、表裏面

の央に鼓打痕がみられる。 [lD石の転用であろうか。

には、平面形が長楕円形を呈する扇平な自然、!擦が用いられている。 203は表裏と t窃下側面を

研磨し、平滑面を作出している。 ド側面はさらに稜線上から階段状の剥離が加えられている。 204は

下側面を研磨して平滑面を作出している。そののちに礁の両端と下側面の稜線に剥離が加えられてい

る。 205は F{HlJl百が研磨されたのちに、稜線…j二から斯続的な剥離が施されている。 204 205ともに

休中央で半分に割れており、使用による結果と考えられる。

り石(第65[玄1206~209 第66図210)

棒状!擦を素材とし、研磨面が 1面しかないものから、 4面あるものまでみられる。 I新面形は三角形

状 s台形状 e楕円形状がある。 209は下側面の研磨面のほかに、右側面に[lllみ痕が2つみられる。 210

は右上端部に高支打痕が認められる。

(第66図211~216) 

平面形から、 l類:細長い長方形もしくは三角形状を呈するもの(211 212)、2類:円形のもの(

に分類される。 r~] み痕は、 212が 1 面のみにみとめられる他は、表裏雨量j にみられる。 213

は表面の半分が研磨されており、新旧関係は凹み痕の方が新しい。

石盟L(第66[玄1217" 218) 

217命 218とも扇平礁を素材としている。とくに217の表面は著しく摩耗しており、断面が凹状を

る。
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4 追構外出土右 ( 1 ) 

:lTli 図 IH ~L-. 最大厚 重量 J市 I~ I:U -1: 長大幅i最太序 室長
器種 正i材 器穂 イ…i料

番号 地区 (mm) I (mm) (mm) ( g) 書号 地区 mm) (mm) (mm) ( g) 

~8-35 M 151 モi 鍛 27.0 13.0 3.9 0.97 頁岩 85 ME51 スクレイノ 48.5 37.0 7.0 .25 頁お

36 KD62 石 鍛 22.0 17.0 2.0 0.87 頁宕 86 KD58 スクレイノ 67.0 31.0 01 20...69 頁主i
37 KD58 

4石1 
撤 41.0 20.5 6.0 4.77 頁岩 87 KA60 スクレイノずー 50.0 52.5 9.0 22.75 ]'tI 主;

38 MG52 撤 25.0 13.0 3.5 0.85 頁岩 88 K L60 スクレイノ

83日33700 0 

45.0 13.0 37.78 頁岩

39 MH51 石 鍛: 22.0 16.0 3.0 頁岩 89 J T59 スクレイパー 57.0 .0 59.72 頁岩

40 MS48 正; 鍬 35.0 16.0 4.0 1.99 頁岩 54.....90 K E62 トランシェ 35.0 10.0 13.64 頁岩

41 KC62 正i 鍛 20.0 12.0 4.0 0.81 |立宕 91 J S 62 
トラ叶f5

42.0 9.0 18.24 l~[ 岩

42 MS48 石 鍛 26.5 21.0 1¥.0 1.28 頁宕 92 KC59 トランシェ O 36.5 12.0 22.40 頁岩

43 KA60 {]司 鍛 26.5 15.0 3.8 1.19 貞岩 93 KA61 トランシェ 48.0 35.0 16.0 21.30 頁岩

44 KD62 b 鍬 01 15.0 4.0 l7貞岩 91¥ KA61 トランシェ 38.0 59.0 15.0 25.62 頁岩
45 J S62 石 鍛: 32.0 14.0 3.5 1.47 頁岩 95 KA58 トランシェ 49.0 49.0 15.0 25.44 頁岩
46 J R60 1:J 鍬 32.0 19.0 4.5 2.46 頁岩 96 KA58 トランシェ 56.0 51.0 18.0 48.17 頁岩

47 K059 石 鍛 33.0 18.5 4.5 1.90 頁岩 97 J S63 トランシェ 62.0 58.0 17.0 40.29 I'I[宕
48 J SG2 石 銀 リつサ4 リ亡 16.0 6.0 2.53 頁一 98 KA61 トランシェ 71.0 43.0 17.0 48.33 頁岩
49 KC61 ，(: 二l 皆i 49.5 14.0 ひr-。a→3 2.76 長岩 99 i K C59 l、フ/ン 79.0 40.0 22.0 58.80 ょ主 主f
50 KH58 1:=i 館 54.0 16.0 4.0 2.43 頁岩55-100 KA61 トラン 67.5 54.5 17.0 44.16 頁岩
49-51 KR60 ~E 槍 55.0 17.0 10.0 9.98 頁岩 101 MD46 トラン 01 53.0 23.0 62.10 頁岩
52 L P52 Ti j合 96.0 31.0 15.0 38.01 頁岩 102 J N64 トランシェ 84.0 57.0 24.0 70.59 頁岩
53 KC59 Ei 1合 81.0 30.0 16.0 30.05 H 岩 103 KB58 トランシェ 72.0 64.0 18.0 63.92 頁岩
54 L R51 石 1恰 83.0 34.0 14.5 42.28 頁岩 104 J M58 トランシェ 83.0 60.0 16.0 58.93 頁岩
55 MH51 石 槍 57.5 37.0 10.5 20.95 玉髄 105 J S62 トランシェ 81.0 46.0 21.0 61.03 岩
56 L T51 1::] 槍 104.0 47.0 23.0 93.47 頁岩 106 KE6J トランシェ 82.0 70.0 24.0 75.97 頁岩
50-57 J R58 石 槍 62.0 32.0 12.5 23.31 頁岩 107 KC61 トランシェ 68.0 53.0 15.0 46.58 頁岩
58 MB50 モi 槍 111.0 41.0 19.0 85.25 頁岩 56-108 ME49 トランシェ 71.0 51.0 17.0 44.18 頁岩
59 MA50 石 槍 110.0 39.0 15.0 55.04 頁岩 109 KA59 トランシェ 73.0 58.0 13.0 39.34 頁岩
60 M 150 正i 槍 175.0 32.0 16.0 72.56 頁岩 110 J T56 石 んEノ包- 63.5 9.0 12.0 19.65 頁岩
51.-61 J T62 石 F日~ 54.5 16.5 6.5 4.34 頁岩 111 MH51 石 箆 73.0 32.0 12.0 30.20 買岩
62 KG56 石 l日Eし』 65.0 28.0 10.0 11.63 頁岩 112 LM55 石 箆 74.0 33.5 13.0 30.13 頁岩
63 NT38 石 匙 73.0 32.0 7.5 10.98 頁岩 113 KD61 石 んB包，. 54.0 50.0 13.0 35.03 頁岩
64 KC59 石 匙 75.0 25.5 9.0 13.25 頁岩 114 J S63 石 E芭 67.0 43.0 21.0 43.80 頁岩

65 M司52 ~{î 匙 52.0 31.0 8.5 11.26 頁岩 115 MT45 右 E呂 80.0 46.0 17.0 57.20 頁~~.:.

66 J K58 :j':=i 匙 76.0 32.5 8.0 17.75 頁岩 116 MB51 1=1 E邑 72.5 42.0 12.0 38.50 頁岩
67 KE62 石 匙 94.0 24.5 9.0 16.58 頁岩57 -117 J R60 石 箆 124.0 44.0 19.0 I 53.21 頁岩
68 KE59 石 匙 98.5 51.5 11.0 46.99 頁宕 118 J S62 正i .h1:¥ 72.0 I 46.0 12.5 53.60 頁岩
69 J G60 石 匙 89.0 55.0 18.0 62.07 頁岩 119 MB52 石 箆 89.0 37.0 17.0 52.13 頁岩
70 KC62 {] 匙 77.0 45.0 12.0 25.43 頁岩 120 MF51 Eん忍- 89.0 36.0 15.0 41.66 頁岩
52-71 KB60 石 匙 84.0 42.0 9.0 22.71 頁 f守 121 MA50 石 箆 83.0 48.0 22.0 103.80 頁岩
72 M 150 石 匙 65.0 23.0 7.0 6.94 頁岩 122 ME52 ノEノrd107.0 41.0 21.0 48.09 頁 ~5

73 MD51 正i 匙 65.5 29.5 11.5 11.16 頁岩 123 J S56 石 箆 85.5 60.83 頁岩
74 M 152 石 匙 60.0 37.0 7.5 9.19 貞岩 58-124 MH53 1::::i Eノr.

s
.忍V 101.0 38.0 19.5 59.40 頁岩

75 K059 Zゴ 匙 63.5 26.0 10.0 11.29 頁岩 125 L S51 iヨ2105.0 57.0 28.0 151.90 頁岩
76 MN50 石 匙 82.0 44.0 11.5 20.89 頁岩 126 KC62 磨製石斧 30.0 22.0 6.0 3.96 安山岩
77 KG61 石 匙 76.0 23.5 10.0 11.05 頁岩 127 NB40 !砦製石斧 36.0 53.0 ]5.5 31. 75 凝灰岩

78 N G52 石 匙 84.0 42.0 11.0 21.46 頁岩 128 MG52 磨製石斧 64.0 39.0 11.0 46.09 凝灰岩
52-79 MG52 tI 匙 83.0 38.0 10.0 22.10 頁岩 129 K J 56 !脅製石斧 51.5 48.5 26.51 52.65 花ft詰右
80 NC44 匙 37.0 55.0 9.6 14.01 頁岩 130 KH60 磨製石斧 83.0 30.0 15.5 54.97 鉄石英
J Q59 匙 57.0 79.0 10.5 34.97 頁岩 131 ME48 石製品 51.0 34.0 6.5 10.92 砂岩

53-82 J T62 石 匙 51.5 56.0 7.0 11.02 頁岩 132 KH54 ヱ4二プi!込li壬IJ 42.0 19.0 8.0 7.29 安山岩
83 MK51 石 匙 51.0 57.0 10.0 11.00 頁岩59 133 KG55 石 錘 43.5 43.0 5 ;0 安山岩
84 J R57 スクレ fパー~ 39.0 10.0 11.00 頁岩 134 抗日50石 ~íffi 64.5 54.5 12.0 59.40 安山岩

※トランシェエトランシェ様石器
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5表遺構外IU上石器計測一覧(2 ) 

trfi ['><1 

iI3桶
;最大長 最大幅 最大!字 挿図 11¥ 土 lfVミ長 最大幅 最大淳 重量

石材 器種 石材
高; (mm) (mm) ( g) 番号 地区 (mm) (mm) (mm) ( g) 

] つリ5 K C62 {I おE 70.0 67.0 15.0 81.60 安山岩 177 MH5 石 おE 62.0 54.0 21.0 90.50 安山岩

136 KC59 ，fi 主草 61.0 66.0 17.0 80.80 安山岩 178 K 161 {j 錘 67.5 69.5 21.5 115.70 安山岩

137 KE61 11 3草 65.0 22.0 135.90 安山岩 179 NG50 平? 錘 73.0 76.0 22.5 161.60 安[11岩

38 KG59 {I 錘 74.0 70.0 21.0 152.50 安山岩 180 ME51 {:I 鋸 86.0 75.0 32.0 232.90 安山岩

39 行 Z重 70.0 62.0 20.0 97.80 安山岩 181 J T60 錘 83.5 71.0 31.0 213.50 安山岩

110 MG51 ヂi 事E 77.5 78.0 17.5 151.40 安[11岩 182 J T60 石 錘 79.0 80.0 16.0 150.30 砂

141 .J P60 ~íß 81.0 76.0 21.0 169.80 安LLI岩 183 MB52 右 主近 87.0 72.5 20.0 114.70 安山岩

142 .J Q59 手i 主車 78.0 75.0 19.0 137.10 安[11右 184 J 060 石 錘 79.0 81.0 27.5 209.60 安山岩

143 KD62 そi 銀 81.0 77.0 23.0 191.10 安山岩今 64 185 KB59 石 釘f 89.0 84.5 27.0 207.50 安山岩

1tl4 KH59 干i 喜平 96.0 90.0 25.0 190.00 安山岩 186 J T59 石 鉦E 24.51 86.5 25.5 312.00 

安山岩fM剖引
60-145 MB52 11 録 104.0 93.0 22.5 267.40 安[11者 187 MQ47 石 鉦E 90.01 69.5 23.0 179.30 安[11

146 MG50 平i 銀 67.0 46.0 11.0 52.60 安山岩 188 MF51 石 釘E1 08.5 1 109.5 22.0 306.70 安LLI

147 LH57 正i 鍾 51108.5 29.0 351.30 安山岩 189 MF51 石 釘E113.51101.0 26.0 370.90 安山

148 J S62 {~I 主主 o .0 I 13.5 79.30 安山日ー 190 MH52 石 主主 56.5 48.5 16.0 40.80 安山

149 MF51 イ二i 金E 67.0 5l.0 16.5 78.00 安 LLI宕 19] KE61 イ二i 銀任 64.51 59.0 17.5 72.40 安は|

150 KE58 平7 ITiH! 78.0 61.0 21.01127.10 安山岩 192 J T62 石 釘t 64.5 60.0 13.0 74.20 安山岩

151 KD60 石 鍾 70.5 58.0 20.0 105.50 安山岩 193 KF60 石 釘t 58.5 70.0 21.0 138.80 安山岩

152 J S60 :fi 金E 81.5 67.5 25.5 169.20 安LLI宕 194 J L58 石 釘f 81.0 73.0 22.5 139.30 安山岩

153 J S60 右 鉦1 76.0 61.0 14.0 89.60 安[11岩 65 195 KB58 石 鉦E 87.0 74.5 21.0 134.00 安山岩-

154 K 159 {_J 錘 78.5 66.0 16.0 89.00 安山岩 196 MH51 石 錘 81.0 71.5 16.0 107.20 安山岩

61 155 KB62 そ1 錘 82.5 66.0 23.0 152.10 安山岩 197 M 151 石 錘 79.0 74.0 18.5 110.50 安山岩

156 MD52 石 錘 85.0 64.0 13.0 90.70 安山岩 198 KC59 石 錘 98.0 67.5 17.0 112.20 安山岩

157 L R51 石 錘 81.0 66.0 11.0 85.50 安山岩 199 MS47 石 証f 83.0 76.0 20.5 136.20 安山岩

158 .1 T60 Ti 録 89.5 53.0 19.0 132.80 安山岩 200 .1 T57 {] 錘 90.0 86.0 16.5 121.40 安山岩

159 .1 T59 主j 錘 93.0 77.0 22.0 181.70 安山岩 201 K L57 石 富t103.0 82.5 20.0 252.90 安山岩

160 KK58 石 録 113.5 84.0 23.0 244.30 安山岩 202 KE62 石 錘 100.0 84.0 23.5 208.80 安山岩

161 M 150 石 録 145.0 111.5 32.5 573.80 安[11岩 66-203 MG51 l円状崩平 78.0 164.0 44.5 734.75 安LLI岩

62 162 MG50 石 鉦月 69.0 51.5 15.5 59.90 安[11岩 204 .J 060 半PWd首:S:[L 82.0 165.5 31.0 719.43 安山岩

163 MH50 右 鍾 71.5 44.0 15.0 53.20 安山岩 205 ME52 ~I~問状扇平 88.0 191.0 49.0 1007.63 安山岩

164 KC61 石 錘 76.0 56.5 21.5 123.50 安山岩 206 .1 S62 擦り石 55.0 142.0 42.0 415.98 安[11岩

165 KG61 {-] 錘 77.0 44.5 18.0 80.70 安[11岩 207 K F61 擦り石 54.0 140.0 50.0 468.73 安山岩

166 ML52 石 3車 87.5 64.0 22.5 191.60 安[11岩 208 .1 R57 擦り石 76.0 152.0 50.5 916.06 安山岩

167 MH51 主車 79.5 50.0 t 7.5 92.10 安1LI岩 209 M 150 擦り石 68.0 198.0 52.0 1089.21 安山岩

168 KE62 石 釘E 83.0 56.0 24.0 108.70 砂岩 67-210 MB40 擦り石 72.0 149.0 49.0 870.65 安山岩

169 K P59 石 錘 90.0 63.0 18.0 136.70 安山岩 211 .1 060 凹 石 160.5 70.4 20.9 355.82 砂岩

170 KH59 石 鉦1 90.0 61.5 18.0 130.80 安山岩 212 KQ58 凹 石 141.0 48.5 26.0 192.95 安iJJ岩

] 71 MH52 石 錘 91.0 68.0 17.0 141.60 安山岩 213 .1 R56 目l 右 126.0 112.0 34.0 415.02 安山岩

172 K F56 石 釘1101.0 69.5 22.0 202.00 安山岩 214 M .152 I~I 石 73.5 70.5 37.0 248.06 安[11岩

173 K 158 {_J 主主 100.0 69.0 21.0 166.60 安山岩 215 J P56 1J:l:1 石 126.5 118.5 51.0 841.51 安111岩

63-174 J T63 右 鏡 124.0 71.5 23.0 266.50 安山岩 216 M 140 目l 主i132.0 165.0 64.0 1685.53 安山岩

175 L S51 王i 録 49.0 48.0 15.0 .70 安LLI岩 217 L G58 石 1lIl 244.0 140.0 53.0 1901.14 安山岩

176 KD58 石 鍾 71.0 65.0 19.0 87.10 安山岩 218 K L51 石 血 162.0 158.5 37.0 952.65 安山岩

来三i主円状扇平ニ半円状扇平打製石器
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道下遺跡、における自然科学分析

パリノ@サーヴェイ株式会社

はじめに

根下戸道下遺跡は、米代)11と長木川の合流点にr=!=ri1+1状に発達する台地に位置する。台地は、

kawa(1985)や池内遺跡等の調査結果から、 l万2千年前に十和田火LlJが噴火した際の八戸火砕流の

堆積面と考えられる。

本遺跡では、八戸火砕流の堆積物を侵食して形成された谷が確認されている。谷の堆積物iゃからは

自然木等も出土し、上位には降下火山灰も認められている。また、火災流堆積物を掘り込んで構築さ

れた縄文時代の住居跡や土坑が検出されている。

本報告では、以下に示す分析課題を設定いそれぞれ自然科学分析を実施する。

1 .分析課題

1 .放射性炭素年代測定

遺構の構築年代および沢内堆積物の堆積年代等に関する資料を得るため、出土した炭化材および自

然木の放射性炭素年代測定を行う。なお、住居跡から出土した炭化材3点については、加速器質量分

析法、住)百跡の土坑内から出土した炭化材と沢5から出土した自然木11点については比例計数管法に

よる年代測定をそれぞれ行う。

2. テフラ分析

沢5に堆積した火山灰を特定するため、火山ガラス比および屈折率制定を行う。

3.樹種目定

年代測定を行った試料について樹種同定を行い、用材選択および古植生に関する資料を得る 0

4.話実遺体同定

土坑内から出土した種実遺体の種類を明らかにし、植物利用および古植生に関する資料を得る。

II. 放射性炭素年代測定

1 .試料

試料は、住居跡から出土した炭化材4 1"-'4)と、沢5から出土した白然木10}{ミ(試料

5 "-'14)である。試料番号 1，...__4については加速器質量分析法(AMS法入試料番号 5~14 につ

いては比例計数管法による測定を行う。

2.方法

( 1 )加速器質量分析法

測定は、(株)地球科学研究所が行った。なお、放射性炭素の半減期は、 5568年を使用した。
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表 1 年代測定結果

番号 遺構"二位置@試料名 試料の質 測定方法 年代値 Code No. 
S 1 02出土炭化物 炭化材 加速器質量分析 3540士 60 Beta -113297 

2 S 103出土炭化物 炭化材 加速器質量分析 7820土100 Beta -113298 
りつ S 104出土炭化物 炭化材 比例計数管法 14400土160 GaK -19946 
4 S 1 03床面中央部士坑出土炭化物 炭化材 比例計数管法 12380 130 GaK -19895 
5 沢5-木1 炭化材 比例計数管法 12320 =1= 120 GaK -19896 

6 沢5-木2 生木 比例計数管法 2630=1= 70 GaK -19897 
7 沢5 木3 生木 比例計数管法 1720 90 GaK 19898 
8 沢5-木4 生木 比例計数管法 5480士 80 GaK 19899 
9 沢5-木5 生木 比例計数管法 1870=1= 70 GaK -19900 

10 沢5 木6 生木 比例計数管法 2000=1= 60 GaK -19901 
11 沢5 木7 生木 比例計数管法 4510=1= 80 GaK -19902 
12 沢5-木8 生木 比例計数管法 4840土 70 GaK -19903 
13 沢5-木9 生木 比例計数管法 5290土 80 GaK -19904 

I 14 I沢5 木10 j生木 比例計数管法 5500土 80I GaK -19905 

1 )年代値は、いずれも1950年を基点とした年数

2 )放射性炭素の半減期は、試料番号1，.._，3が5568年、 4，.._，14が5570年を使用した。

( 2 )比例計数管法

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室が行った。なお、放射性炭素の半減期は、 5570年を使用

しfこO

3.結果

各測定結果を表lに示す。試料番号1， 2については、得られた年代値に炭素安定i司位体比(13C/12C)

による補正値を加えて算出した値を表記した。

4.考察

年代測定を行った住居跡は、発掘調査所見から、 S102が縄文時代中期、 S103が縄文時代早期、

S 104が縄文時代晩期と考えられている。得られた年代値は、 S102が3540土60y.B.P.、S103が7820

土100y.B.P.、S104が14，400土160y.B.P.で、あった。 S104以外の年代値は、それぞれ北海道南部や

東北地方北部で行われた縄文時代早期および中期の年代測定結果(キーリ@武藤， 198 )と調和的であ

る。しかし、 S104の年代値は縄文時代晩期の遺跡、で得られている年代測定結果より、かなり古い値

となっている。本住居跡が八戸火砕流堆積物上に構築されていること、得られた年代植が八戸火砕流

直下の埋没林の年代測定値(大池， 1964;大池@圧子， 1977;大池ほか， 1977;寺田ほか， 1994)に近

いこと等から、火砕流に伴う炭化材が何らかの経路を経て取り込まれたものと考えられる。

、S103の床面[1:::1央部土坑から出土した炭化材は12380士130y.B.P.で、あり、試料番号2よりも

古い年代を示した。 S103も火砕流堆積物を掘り込んで構築されていること、得られた年代値が上記

した八戸火砕流直下の埋没林の年代測定値と一致すること等から、炭化材は火砕流に伴う可能性と、

本土坑が住居跡に伴うものではない可能性が考えられる。

沢 5 から出土した木材は、 1720~12320y.B.P. までの年代位が得られた。沢 5 は火砕流堆積物を削っ

て形成されており、一上部に認められた火山灰は後述するように十和田aと白頭山苫小牧テフラに同定

されている。このことを考慮すれば、木材は約12000年に火砕流が堆積してから十和田aが降灰する
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第 5者 自然科学的分析

914年までの11=¥1に周囲に生育していた樹木が流れ込んだものと推定される。また、

ては、火砕流が侵食された|療においitbされてi写堆積したものと考えられる。

5につい

直.テフラ分析

1.試料

試料番号30" 32は、沢堆積上位火山灰とされている11音褐色の主に火山ガラスからなるブロック状堆

積物である。また、沢堆積ド位火山灰とされる試料番号31$ 33は黄褐色の主に組粒径の軽石からなる

ブロック状堆積物である。試料番号30" 32はA.D.915年に卜和田カルデラからした卜和田 aテフ

ラ(Toωa: 1985)に由来すると考えられている。

2. 分析プゴ法

試料約40gにノ}くを加え超音波洗浄装置により分散、 250メッシュの分析簡を用いて水洗し、粒径1/

16rnrn以ドの粒子を除去する。乾燥の後、簡別し、得られた粒径1/4rnrn-1/ 8rnrnの砂分をポ 1)タングス

テート(比重約2.961こ調整)により重波分離、得られた軽鉱物分および重鉱物を偏光顕微鏡下にて

する。火山ガラスは、便宜上軽鉱物に含め、その形態によりバブル型..[I:::J間型命軽石型@繊維束型の

4タイプに分類する。各型の形態は、パァソレ型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板

状あるいは破砕片状などの塊状ガラス、軽石型は小気泡を非常に多く持つスポンジ状、繊維束型は気

泡の長く伸びたものが集まった繊維束状のものとする。また、重鉱物の中で、不透明な粒については

斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを f不透明鉱物Jとする。粒径1/4rnrn以上

の砂分についても実体顕微鏡で観察し、テフラの本質物質であるスコリア@火山ガラス@軽石の産状

を定性的に調べる。さらに火山ガラスの屈折率の測定を行う。以上の観察および屈折率の測定結果か

らテフラの同定を行う。なお、屈折率の測定は、古津(1995)に示された温度変化型屈折率測定装置を

用いて行う。

3.結果

結果を表2に示す。試料番号30" 32には、多量の細砂~極細砂径の無色透明の火山ガラスが認めら

れる。火山ガラスの形態はバブル型および繊維束型が多く、 11珪石型は少ない。また、軽石およびスコ

リアは全く認められない。重鉱物は微量であるが、斜方輝石が最も多く、単斜輝石、角閃石、不透明

鉱物などが認められる。火山ガラスの屈折率は、平均値1.5167、最小値1.5138、最大値1.5198であっ

表2 火山ガラス@重鉱物分析結果

火山ガラス 軽石 重鉱物

@形態 主I主E主1 a発砲度 最大粒径 lilll. 

30 • 32 十十 + cl.bw.fb)pm + 

31 33 十十 + fb)bw 1+十十十 Wr-..-GBre宮 3.5 1+十十

凡例 まれない 十十 ト十十ト.

cl:無色透明 bw:パブ pm:軽石型 fb:繊維束型

GBr:}天褐色 W:白色

Opq 

g:民灯最大粒径はrnrn

Opx:斜万輝石単斜輝石.Ho:角i交j右. Opq:不透明鉱物

。。
ハ川，
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この火LlIガラスは、 IIIJI1Iほか(1981入 Araiet.al. (1986)、IIIT日:]新JIこ(1992)等の記載および検

ら、現地所見とは異なって朝鮮半島の基部にある I'-J頭LLI(長 (ILLI) から I噴出した I~::I 頭山苫小牧

子フラ:IllJ FEIほか、 1981)にE!I;tミすると考えられる。本テフラはTo-aの二に、ごく通し

られることから当初10由紀己までのn刊に i噴 U~\ したと考えられていた。

(IIIJI+Iほか、 1981)。これに対して、 湖底河j~積物の分析により、 To-aの i噴出がA.D.915今三とすれ

|噴火は9235]:.から924年にかけての冬期と推定されている(I!lT!IJ 福沢、 1996)0

33には多量の組!砂~極細砂径の無色透明の火山ガラスが認められる。火山ガラスの形

態は、 [1年石型および繊維束型が多く、パフソレ型は比較的少ない。重鉱物は斜方腕石が最も多く、単斜-

と不透明鉱物が認められる。火山ガラスの回は平均値1.5009、最小値1.4990、最大値1.5034

であった。また、最大粒径3.5mmで白色~灰褐色を呈し発泡が良好な軽石が多量合まれる。この火山

ガラスや軽石は、fIlT田ほか(1981)、 Araiet.al. (1986)、!HT日1 新井(1992)等の記載および検出

から、 A.D.915年にト手[1EEIカルデラより噴出したTo…aに由来すると考えられる。

N. 樹種i司定

1. 料

試料は、住居跡や沢から出土した構築材や自然木などは点(試料番号15~28) である。いずれも放射

性炭素年代測定を行った試料と同一試料を分割したものである。各試料の詳細は、

に表3に記した。

2.方法

と共

剃万の刃を用いて木i二I(横断面)"柾目(放射断面)板日(接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、

ガム@クロラーノレ(抱水クロラール、アラピアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液)で封入し、プ

レパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察@同定する。

炭化材は、 31新民jの割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を表3に示す。試料は、針葉樹2種類(カラマツ属またはトウヒ属 e アスナロ属入広

葉樹7種類(ハンノキ属ハンノキ亜属。カバノキ属@コナラ属コナラ コナラ主pe クリ@キハダ⑪

カエデ属@アジサイ属)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

@カラマツ属またはトウヒ!語 or マツ科

仮道官;の早材部から材部への移行はやや急で、晩材部の 11.屈は狭い。垂直樹脂道および水平樹脂道

が認められる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状でないことは明らかであるが、詳*111は不明。放射組織は

申列、 1 ~20細胞高。

@アスナロ (Thujopsis) ヒノキ科

仮道官の早材部から r~É材部への移行はやや急で、晩材部の 111詰は狭い。 i挽材部には樹脂細胞が認めら

れる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。放射組織は単列、 1~15細胞高。

@ハンノキ届ハンノキ属(Alnussubgen. カバノキ科

散子し材で、管孔は単独または 2~ 4 {[主iが放射方向に複合する。道管は階段穿子しを右工、壁孔は需に
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対列状に配列する。放射組織は向性、単列、 1'""'-'30細胞高のものと集合放射組織とがある。木繊維の

細胞壁が薄いことなどから、根材と考えられる。

eカバノキ属 カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に 2~4~~ilが援合、横断1認では桔円形、 は薄l¥o は階段穿孔を

し、壁干しは密に対列状~交互状に配列する。放射組織は同性であるが、保存状態が悪く、 rlr詰および

高さは不明。

a コナラ属コナラ亜属コナラfiii(QuercusεLlanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で孔園部は 1'""'-'2列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1'""'-'20細胞高のものと

複合放射組織とがある。

@クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc) ブナ科クリ属

環子L材で子し園部は 1'""'-'3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

し、壁子しは交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1~15細胞高。柔組織は周

囲状および短接線状。

@キハダ(Phellodendronamurense Ruprecht) ミカン科キハダ属

環孔材で孔園部は 2'""'-'5ヂIj、子し医外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合して紋様をなす。

は単穿孔を有し、壁子しは交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は河

性、 1'""'-'5細胞rlr語、 1'"'-'40細胞高。

表3 樹種|可定結果

番号 遺構@出.位置@試料名 試料の質 性格など 樹種 備考

15 S 102出土炭化物(縄文時代中期) 炭化材 住居構築材? キハダ 年代測定NO.1

16 S 103出土炭化物(縄文時代早期) 炭化材 住居構築材? キハダ 年代測定NO.2

17 S 103床面中央部土坑出土炭化物 炭化材 自然木 カバノキ属 年代測定No.4 

18 S 104/1::¥土炭化物(縄文時代晩期) 炭化材 住居構築材? カうマツ属またはトウヒ属 年代測定NO.3

19 沢5-木1 炭化材 自然、木 アスナロ属 年代iJW定No.5 

20 沢5-木2 生木 自然木 クリ 年代測定NO.6

21 沢5-木3 生木 白然木 ハンノキ属ハン/岨属 年代測定NO.7

22 沢5 木4 生木 自然木 アジサイ)謁 年代測定NO.8

23 沢5 木5 生木 自然木 ハンノキ属ハンノキ~E属 年代測定No.9 

24 沢5 木6 生木 自然木 ハンノキ属ハンノキ報属 年代測定No.10

25 沢5 木7 生木 自然、木 カエデ属 年代測定No.11
26 沢5-木8 生木 自然木 コナう属コナう蹴コナうUP 年代測定No.12

27 沢5-木9 生木 自然木 ク1) 年代測定No.13
28 沢5-木10 生木 自然、木 クリ 年代測定No.14

@カエデ属(Acer) カエデ科

数孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2'"'-'3個が複合、晩材部へ向かつて

管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対安Ij'""'-'交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は同性、 1'""'-'4細胞 rlr面、 1'""'-'30細胞高。細胞壁の厚さが異なる 2種類の木繊維が木!二i

面において不規則な紋様をなす。
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アジサイ科 ユキノシタ科

散子し材で、小型の道官;がほぼ均一に散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階段状に配列する。

放射組織は異性で、直立系H1JJ告のみで構成されるi奇い単ヂIJ部と、 2細胞i隔で数細胞!誌の組織で構成され

る。単ヂIJ吉I~ は、 11をに 1-_下に連結する。

4. 考察

( 1 )用材選択について

住居跡から出土した炭化材のうち、試料番号15，16，18は、住居跡、に伴うものであり、住居構築材な

どの一部の可能性がある。このうち、縄文時代早期とヰ1期で共にキハダが利用されていることから、

似たような用材の選択が行われていた司能性がある。これまで県内で行われた縄文時代の住居構築材

の樹種同定結果では、クリが比較的多く認められている(未公表資料)。これは、隣接する

手県の結果ともよく似ており(パリノ@サーヴェイ株式会社ヲ 1992;嶋倉， 1983，1984)、秋田県でも

クリが多く利用されていた可能性がある。それらの結果と比較すると、今回の結果はやや異なる。し

かし、各住居 1点の調査結果で、あるため、詳細は不明である。今後さらに資料を蓄積することで明ら

かにしfこし'0

( 2 )…[，;極左j::について

白然木と考えられる試料は、年代測定で12380~1720y.B.P. までの年代値が得られている。この結

果から、自然木は約12000年前以降の様々な時代の試料が混在していると考えられる。樹種同定の結

は、針葉樹1種類、広葉樹6種類が確認され、このうちハンノキ亜属は全て根材と考えられる。

火砕流に覆われる前の本地域には、樹種i司定の結果から針葉樹のアスナロ属や落葉広葉樹のカバノキ

属が生育する植生、火砕流に覆われた後はハンノキ亜属やクリなど等の落葉広葉樹が生育する植生が

それぞれ見られたと考えられる。しかし、各時代の植生史については、詳細は不明であり、今後さら

ると共に花粉分析などによる植生復元も行~，たし'0

V 

1 .試料

試料は、 SKT20覆土と沢5覆土仁IJから得られた種実遺体2点である 0

2.方法

双|恨実体顕微鏡下で、その形態的特徴から種類を同定する。

3. 結果

沢5覆土仁|てiからは、エゴノキ属が3個体とコナラ亜属が3個体、 SKT20覆土!こ!こ1から得られたもの

炭化した地下茎のようなもので、種類は不明である。以下に同定された種類の形態的特徴を記す。

@コナラ)員コナラ亜属(QuerCU8 コ ブナ科

核斗が検出された。 椀形で、大きさは 1 Clll程度O 黒褐色を呈し、厚くてやや1堅い。表面は、

いに帰着して瓦状になる。

窃エゴノキ属 8p.) エゴノキ科

1安が検出された。灰黒色。側面観は指pj形、 t面観はIJjJIラ。長さ 1cm程度。 日記に大きな「へそJ

があり、表面に 3本の浅い満がある。核は厚くて硬い。
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第 5E言 自然科学的分析

4. 

検出された種実はいずれも堅く、化石として残りやすし )0 このうちコナラ直属は、

からコナラ節に由来する可能性がある。これらの種実遺体は、沢5沿いに生育していた一司能性がある。

沢5については、年代測定の結果から様々な時代の植物造体が混入しているq能性が指摘されている。

植生については、樹樟同定の結果から、落葉広葉樹が生育する植生が推定されており、

の結果も基本的には一致する。

<引用文献>

Arai，F. ，Machida， H. ，Okumura，K. ，Miyauchi，T. ，Soda，T. ，and Yamagata，K. I'or LaLe Qualernary 

Marker-Tephras in Japan II -Tephras occurring in N ortheast Honshu and LLokkaido -.Geographical of 

Tokyo Metropolitanじniversity，21，p.223】250.

吉津 I~j (1995)火山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識日1). 地質学雑

誌， 101， p.123“133. 

Hayアakawa，Y. (1985) Pyroc1astic Geology 01' Towacla 

キーリ C.T..武藤康弘(1982)縄文時代の年代. I縄文文化の研究 1 縄文人とその環境J， p.246-275， b;ff~llll社

町田 洋・新井房夫(1992)火山灰アトラス東京大学出版会.

町田 洋@福沢仁之(1996)湖底堆積物からみた10世紀白頭山大l噴火の発生年代. 日本第四紀学会講演要旨集，

26， p . 80-81. 

町田 i洋・新井房夫@森脇 広(1981)日本海を渡ってきたテフラ.科学， 51， p.562-569. 

大地昭二(1964)八戸浮石層の絶対年代 一日本第四紀層の !IC年代監 .地球科学、 70、p.38-39

大地昭二 a 庄子貞雄(1977)八戸浮石層直下の埋没土の IIC年代 一日本第四紀層の 11C年代(116)一.地球科学，

31， p.90 

大池昭二@松山 力@竹内貞子(1977)八戸浮石層直下の埋没化石林の IIC年代 日本第四紀層の14C年代

(118) .地球科学， 31， p .136-137 

パリノ@サーヴェイ株式会社(1992)花粉分析@炭化材同定。樹種間定. I御所野遺跡 I 縄文時代中期の大集

落跡、J， p.341-355，一戸町教育委員会.

II[鳥倉己三郎(1983)韮程遠跡出土炭化材の樹種調査報告.青森県埋蔵文化財調査報告書第84集「韮窪遺跡 一束

北縦貫自動車道八戸線関係域蔵文化財調査報告書:vn-J ， p.392-393，青森県教育委員会.

iI[鳥倉巳三郎(1984)大石平遺跡、(1)出土の炭化材.青森県埋蔵文化財調査報告書第90集「大石平追跡 一むつ小

1111京開発事業関係埋蔵文化財調査報告書， p.495，青森県教育委員会.

寺田和雄@太旧貞明 e鈴木三男@能城修辻 誠一郎(1994)-1-和田火山東麓における八戸テフラ直ドの埋没

林への年輪年代学の適用.第四紀研究， 33， p.153-164 

つ山ハU
4
1
1ム



第 6章まとめ

根 F-Fi道ド遺跡の発掘調査は、大館道路建設事業に係った追跡の北辺部についてのみ実施した。

調査の結果、当該部分では縄文時代早期の竪穴住居跡をはじめ、 |二坑、焔し穴、柱穴様ピットの他、

満跡などが検出され、縄文時代早期 G l~íjJ~j e後期"I~~JUJの土器@石器などが出土した。特に検出例が

僅少な縄文時代早期jの竪穴住居跡とそれに伴う貝殻文土器などの造物が発見されたことで、該j拐の様

相を知る良好な資料を得ることができた。

遺構について

検出された縄文時代の竪穴住居跡は 4軒であるが、このうち時期がわかったのは、 SI03とした早

期の樫穴住居跡であり、他の 3 の竪穴住居跡の!時期ついては明確にできなかった。秋田県内では早

期の昭穴住民跡の検出伊jは、能代市寒沢 I遺跡の早期末に{¥r置付けられる竪穴住居跡7軒だけであっ

たが、本遺跡の竪穴住居跡は、寒川I1遺跡に次いで 2例目となると同時に、現段階では県内最古の竪

穴住)吉助:となった。

調査区西部で検出された S1137 とした造構は土地造成の際に t~1j平を受けており、時期を特定でき

なかったが、柱穴の配列等から縄文時代後期に属するものと考えられる。

土坑は平面形が橋円形と円形のものがありが、時期や用途つにいては明確にできなかった。陥し穴

には円形と溝状のものがあり、縄文時代前期に位置付けられる。この他、柱穴様ピットなども時期不

明のものが多く、その性格を把握することができなかった。しかし、これらの柱穴様ピット群も SI 

137同様に剖平された縄文時代の竪穴住居に伴う柱穴であった可能性が高いと考えられる。

造物について

は主に縄文時代早期の貝殻文尖底土器である。この土器には、無文のもの、貝殻腹縁圧痕文を

横位@縦位 e羽状に施したもの、貝殻殻表圧痕文を横位に漉したもの、貝殻条痕文を横位@縦位@斜

位lこ施したものがみられ、貝殻腹縁押し引き文が施されている例も観察される。また、仁|縁が波状を

なし、器形は砲弾形を呈するものが多く、底部の形状は大半が乳頭形である。胎土は徹密で、焼成も

良好であり、繊維を含有するものはないようである。これらのことから、本遺跡出土の貝殻文士A器は、

早期[IJ~主にあたると忠われる。当該期の土器は本遺跡が所在する大館市の鳶ケ長根町遺跡、上ノ IJI II 

遺跡(第2次調査入寒沢追跡でも出土している。

石器は石j台、石倣、石匙、 トランシェ様石器、石箆、右錘などが出土した。中でも石錘は早期の竪

穴住民跡から17個まとまって出土しており、遺構内外合わせて330信!と、出 l二した石器のなかでは圧

倒的に多かったことから、断定はで、きないが貝殻文土器を出土する遺跡の特徴のーっとして、

けらけるかもし11-ない。

以 i二、今回の調査区は縄文時代早期において竪穴住居が構築され集落が営まれていた。前期には居

住域が7jljの地点に移動して狩猟の場となった。その後、後>>Jj0 晩期には再び生活の場へと変遷したこ

とが窺われ、縄文時代全般にわたって利用された遺跡であることがわかった。また、調査医の南東に

隣接する1.IEI地では縄文時代のJ二器片、石器が表採できることから、遺跡の範囲は台地の南側までを広
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がっており、台地全域が利用されていたと推察される。

調査区西端の沢に地積した土の[1功〉ら、秋田県県境にある十和[+1火[_[J(今のト和EU湖)をi噴出源と

る十和出 a 火山灰と、朝鮮民主主義人民共和国(北朝鮮)と中国の国境にある F~l頭山を!漬源とする Ifl

頭tJ-1・苫小牧火山灰の 2枚の降下火山灰層(図版12 1 )が検出された。この火山以層が2枚新|日関係

を保って検出されるのは、たいへん珍しく、考古学における造構などの年代解明や地質に関する研:究

を行う上で貴重な資料である。その堆積状況を保存するため上層転写(剥ぎ取り保存)を行った(図版12

-2)。
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領塚正浩「東北地方北部に於ける縄文lJ~f代早期前半の土器編年(上)J ~史館』 第27号 史館同人

1996(平成8)年

領塚正浩「東北地方北部に於ける縄文時代早期前半の土器編年(下)J ~史館J 第28号 史館同人

1996(平成8)年

青森県教育委員会 『櫛引追跡一東北縦貫自動車道八戸線(八戸~八戸)建設事業に伴う;遺跡発掘調査報告 J 

青森県埋蔵文化財調査報告書第263集 1999(平成11)年
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